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最初にお読みください。 

ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 

将来いつでも使用でさるように大切に保管してください。 
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4 取扱説明書の分冊構ぶについて 

本製品の取扱説明書は、次のような構成になっています。目的に応じてお読みいたださ、本製品を十 
分にご活用ください。 


プ IJ ンタを設置ずるには ••• 
パソコンと接続するには ••• 
オプション品を取り付けるには 


設職ド 


基本的な巧いかたを知るには 
困つたとをには . 


ユーザーズ ガイド 


プリンタドライパをインストールするには... 

印刷するには . 

添付ソフトウエアの ffi いかたを知るには 


• • • • 


ネットワーク廣境で ffi 用ずるには 


Web ブラウザか6プリンタを 
操作-設定するには . 


操作パネルを ffi つてプリンタを設定するには-- 


UPS ソフトウェアガイド 

r 

| CD - R 0 M 



ネットワークガイド 

r 

| CD - R 0 M 

LBP-2 呂 10 の場合のみ 


UPS 機能ガィド 

r の \ 

| CD - R 0 M 



リモート UI ガイド 

r 

| CD - R 0 M 


LBP- 2810 の場合のみ 


別売の取扱説明書 


お巧めについては販売店にご相談ください。 


プ□グラマーズマニュアル 


LIPS 対応のプ U ンタドライバや印刷の設定プ□グラムなどを作成するプ 
□グラマー用の取扱説明書です。 


• 表紙に掲載されている製品写真は、実際の製品とは異なる場合びあります。 


に D-R0MI 


このマークびついている分冊は、付属の CD-ROM に収められている PDF マニュアルです。 













































「み 設置ガイドの構ぶについて 


設置ずる前に 
プリンタの設置 

#:4 c |^ オプション品の取り付け 
餐 プリンタの動作と機能を確認ずる 
付録 


の t •ホ诺 


F ； 化か诺^ク。が 


各部の寸法や、ソフトウェアのバージョンアップ方法、保守サービスのご案内などを 
掲載しています。 


設置 サービスの ご案内 

本製品の設置は、設置ガイドおよびユーヴーズガイドをご一読いただ<ことで簡単に 
行えますび、設置について不安な場合や、遠隔地に設置をご希望される場合には、専 
門のサービスマンび設置を有償で行います。本製品をお買い求めの販売店などへ依頼 
して < ださい。 


•本書に記載されている内容は、予告なく変更されることびあります。あらかじめ、ご了承ください。 
•本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気イ寸さのことびありましたら、ご連絡ください。 
• 本書の内容を無断で転載することは禁止されています。 
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はじめに 


このたびはキヤノン LBP -281 0/2710をお買い上げいただき、誠にありびとうございます。本製品 
の機能を十分にご理解いただき、より効果的にご利用いただくために、ご使用前にこの取扱説明書を 
よくお読みください。また、お読みいたださました後ち大切に保管してください。 

本書の読みかた 


. マークについて 


本書では、安全のためにお守りいただきたいことや取り扱い上の制限-注意などの説明に、 
下記のマークを付けています。 


A 警告 •取り扱いを誤った場合に、死 t または重傷を負う恐れのある警告事項び書かれ 
ています。安全に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りくださ 
い。 


A 注意 •取り扱いを誤った場合に、傷害を負う恐れや物的損害び発生する恐れのあるを 
意事項び書かれています。安全に使用していただ<ために、必ずこのを意事項 
をお守りください。 


重要 


•操作上、必ず守っていたださたい重要事項や制限事項び書かれています。誤っ 
た操作によるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 


@メモ I .操作の参考となることや補足説明び書かれています。お読みになることをおす 
すめします。 


キーについて 


本書では、キー名称を(下のように表しています。 
•操作パネル上のキー . [オンライン] 


. イラストについて 


本書で使われているイラストは、特にお断りびない限り、 L 巳 P -28] 日の場合のちのです。 
LBP -2710 の標準状態では、プ U ントサーパ'および LAN コネクタはありません。（ただ 
し、オプションで装着巧能です。）また、 HDD ランプは L 巳 P -27] 日にはありません。 


略称について 


本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 
Microsoft ® Windows ® operatin 呂 system を Windows と表記しています。 
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キヤノンレーヴシヨット内蔵型プ U ントサーバ NB -5 F をプ U ントサーバ NB -5 F と表記しています。 
LASER SHOT LBP -28 T 日を LBP -2810 と表記しています。 


LASER SHOT LBP -27 1日を L 巨 P -27 ] 日と表言己してし、ます。 
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商標にごいて 


Canon、Canon □ゴ、 Flash 目 uddy 、 LBP 、 UPS 、 NetSpot は、キヤノン株式会社の商標です。 
FontGallery、LASER SH 日 T は、キヤノン株式会社の日本における登録商標です。 

Apple 、 AppleTalk 、 EtherTalk、Mac OS、Macintosh は、米国 Apple Computer , Inc . の商標です。 
Ethernet は、米国 Xerox Corporation の商標です。 

HP 、 HP - GL は、米国 Hewlett-Packard Company の米国の商標です。 

IBM . AT 、 PS /55 シ U - ズ、 PS/V シ U - ズは、米国 International Business Machines 
Corporation の商標です。 

Microsoft 、 MS - DOS 、 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における登 
録商標です。 

NetHawk は、新漏キヤノテック株式会社の商標です。 

Novell 、 NetWare は、米国 NovelUnc . の登録商標です。 

PC -9800 シ U —ズは、日本電気株式会社の商標です。 

Unix は、 X/Open Company , Ltd . び独占的にライセンスしている米国および他の国における登録商 
標です。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 
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ム安をにお ffi いいただ < ために 


設置について 


ム警告 


• アルコール、シンナーなどの弓 I 乂性溶剤の近くに設置しないでくださし、弓 I 义性溶剤が機械 
内部の電気部品などに接触すると、乂災や感電の原因になります。 

• 機器の上に次のよラな物を置かないでください。 

機器内部に入った場合は、直ちに電源をオフにし、電源プラグを抜いてお買い求めの販売店 
にご連絡ください。 

. アクセサリーなどの金属物 

-コップや花瓶、植木鉢などの水や液体が入った容器 

これ5が機械内部の電気部品などに接触すると、乂災や感電の原因になります。 


A ^^胃 •ぐらついた台の上や傾いた所などの不安定な場所、振動の多い場所に設置しないでくださ 
A 'ム'一、 し、落ちたり倒れたりして、けがの原因になることがあります。 

•機器には通気口がありますので、壁や物でふさびないように設置してください。またベッド 
やソファー、毛足の長いじゅラたんなどの上に設置しないでください。通気口をふさがれる 
と機器内部に熱がこちり、乂災の原因になることがあります。 

• 機器を次のよラな場所に設置しないでください。乂災や感電の原因になることがあります。 

-湿気やほこりの多い場所 

•調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気びあたる場所 
-雨や雪が降りかかるよラな場所 
-水道の蛇口付近などの水気のある場所 
-直射曰光のあたる場所 
-高温になる場所 
-义気に近い場所 
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•機器を設置する場をは、機器と床面、機器と機器の間に手などを挟まないよラに、ゆっくり 
と慎重に行ってくださし、手などを挟むと、けがの原因になることがあります。 

•インタフエースケーブルを接続する場をは、本書の指示に従って正しく接続してください。 
正しく接続しないと、機器の故障や感電の原因になることがあります。 

•設置したあとは、機器固定用のアジヤスタは外さないでください。機器が動いたり倒れたり 
して、けがの原因になることがあります。 


•機器を持ち運ぶ場をは、本書の指示に従って正しく持ってください。機器を落としたりし 
て、けがの原因になることびあります。卜設置場所に運ぶ： P .2-3) 


電源について 


A •電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また重いちのを置し、 

^ =—■ たり、引っぱったり、無理に巧げたりしないでください。傷ついた部分か5漏電して、乂災 

や感電の原因になります。 

.電源コードを熱機具に近づけないでください。コードの被覆が溶けて、乂災や感電の原因に 
なります。 

•濡れた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因になります。 

• タコ足配線はしないでくださし、乂災や感電の原因になります。 

.電源コードを束ねたり、結んだりしないでください。义災や感電の原因になります。 

• 電源プラグは電源コンセントの奥までしっかりと差し込んでください。しっかりと差し込ま 
ないと、乂災や感電の原因になります。 

•アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、乂災や感電の 
原因になります。 

• アース線を接続するとさは、じ(下の点にご注意ください。 

[アース線を接続してちよいちの] 

-電源コンセントのアース線端テ 

•接地工事 （ D 種）が行われているアース線端子 

[アース線を接続してはいけないちの] 

-水道管：配管の途中でプラスチックになっている場合があり、その場合にはアースの役目 
を果たしません。ただし、水道局がアース巧象物として許可した水道管にはアース線を接 
続でさます。 
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-ガス管：ガス爆発や义災の原因になります。 

-電話線のアースや避雷針：落雷のとさに大さな電流が流れ、乂災や感電の原因になります。 

•原則的に延長コードは使用しないでください。また、延長コードの多重配線はしないでくだ 
さい。乂災や感電の原因になります。やむを得ず延長コードを使用する場合は、1日日 VI 已 A 
m 上のものを使用してください。使用時は束をほどさ、電源コードと延長コードの接続び確 
実になるよラに奥まで電源プラグを差し込んでください。 


A 江忌 • 表示された m 外の電源電圧では使用しないでください。乂災ゃ感電の原因になることがあり 
ます。 

•電源プラグを抜くとさは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っぱると、 
電源コードのお線の露出、断線など電源コードが傷つさ、その部分から漏電して、义災ゃ感 
電の原因になることがあります。 

•いつでち電源プラグが抜けるよラに、電源プラグの周りには物を置かないでください。非常 
時に電源プラグが抜けなくなります。 


取り扱いについて 


A 警告 


.機器を分解したり、改造しないでください。内部には高圧•高温の部分があり、乂災や感電 
の原因になります。 

•電気製品は誤って取り扱ラと思わめけがをして危険です。電源コードやケーブル類、機械内 
部のギアや電気部品に子供が触れないように注意してください。 

.異常な音がしたり、煙が出たり、熱が出たり、変なにおいがした場合は、直ちに電源をオフ 
にし、電源プラグを抜いてお買い求めの販売店にご連絡ください。そのまま使用すると、义 
災や感電の原因になります。 

•機器の近くでは可燃性のスプレーなどは使用しないでください。スプレーのガスなどが機器 
内部の電気部品等に接触すると、义災や感電の原因になります。 

•機器を移動させる場合は、必ず電源をオフにし、電源プラグを抜さ、インタフェースケーブ 
ルを取り外してください。そのまま移動すると、電源コードやインタフ王ースケーブルび傷 
つさ、乂災や感電の原因になります。 

•機器内部にクリップやホッチキスの針などの金属片を落とさないでください。また、水、液 
体や引义性溶剤（アルコール、ベンジン、シンナーなど）をこぼさないでください。これら 
が機器内部の電気部分に接触すると、乂災や感電の原因になります。これ5が機器内部に 
入った場をは、直ちに電源をオフにし、電源プラグを抜いてお買い求めの販売店にご連絡く 
ださい。 

• 電源をオンにした状態で USB ケーブル接続するとさは、アース線び接続されていることを 
確認してか5行ってください。アース線が接続されていない状態で行ラと、感電の原因にな 
ります。 

• 電源をオンにした状態で USB ケーブルを抜さ差しするとさは、コネクタの金属部分に触れ 
ないでください。感電の原因になります。 


A 江忌、 


•機器の上に重い物を置かないでくださし、置いたちのが倒れたり、落ちてけがの原因になる 
ことがあります。 

.メインボードや拡張ボード、 RAM 、 ROM の取り扱いにはま意してくださし、。メインボード 
や拡張ボード、 RAM 、 ROM の角や部品の鋭利な部分に触れると、けがの原因になることが 
あります。 

.夜間などで長時間ご使用にな5ない場ちは、安全のため電源をオフにしてください。また、 
連休などで長時間ご使用にな5ない場合は、安全のため電源をオフにし、電源プラグを抜い 
て < ださい。 
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.レーザー光は、人体に有害となる恐れがあります。そのため本製品では、レーザー光はレー 
ヴースキャナユニッ 卜内にカバーで密閉されており、お客様が通常の操作をする場合には 
レーザー光が漏れる/こ X 配は全< ありません。安全のために下の注意事項を必ずお守り < だ 
さい。 

-本書で指示された m 外のカバーは、絶巧に開けないでください。 

-レーザースキャナユニットのカバーに貼ってある注意ラベルをはがさないでください。 

. 万ー レーザー 光が漏れて目に入った場合、目に障害が起こる原因になることがあります。 



. 保守/点検について 


ム警告 


•清掃のとさは、電源をオフにし、電源プラグを抜いてください。乂災や感電の原因になりま 
す。 

•清掃のとさは、必ず水または水で薄めた中性洗剤を含ませて固く絞った巧を使用してくださ 
し、。アルコール、ベンジン、シンナーなどの弓 I 乂性溶剤は使用しないでくださし、。弓 I 乂性溶 
剤が機器内部の電気部品などに接触すると、义災や感電の原因になります。 

•機器内部には、高圧になる部分があります。紙づまりの処理など内部を点検するとさは、 
ネックレス、ブレスレットなどの金属物が機器内部に触れないよラに点検してください。や 
けどや感電の原因になります。 

•使用済みのカートリッジや ET 目ユニットを乂中に投じないでください。カートリッジ内に 
残ったトナーに引义して、やけどや义災の原因になります。 

•電源プラグを定期的に抜さ、その周辺およびコンセントにたまったほこりやミちれを、乾いた 
巧で}式さ取ってください。ほこり、湿気、油煙の多いところで、電源プラグを長期差したま 
まにすると、その周囲にたまったほこりが湿気を吸って絶縁不良となり、乂災の原因になり 
よ9 〇 
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A 江局 


•機器内部の定着器周辺は、使用中に高温になります。紙づまりの処理など内部を点検すると 
さは、定着器周辺に触れないように点検してくださし、やけどの原因になることがあります。 



•紙づまり処理やカートリッジを交換するとさは、トナーであ服や手をミちさないよラに注意し 
てください。あ服や手がミちれた場をは、直ちに水で洗い流してください。温水で洗うと卜 
ナーが定着し、ミちれがとれなくなることがあります。 

•紙づまりで用紙を機器内部から取り除くとさは、紙づまりしている用紙の上にのっている卜 
ナーが飛び散5ないよラに、 T 寧に取り除いてください。トナーが目や□などに入ることが 
あります。トナーが目や□に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と相談してください。 

•用紙を補給するとさや紙づまりを取り除くとさは、用紙の端で手を切ったりしないよラに、 
注意して扱ってください。 


消耗品について 


ム警告 


•カートリッジを乂中に投じないでください。トナーに引乂して、やけどや乂災の原因になり 
ます。 

.カートリッジ、用紙は乂気のある場所に保管しないでください。トナーや用紙に引义して、 
やけどや乂災の原因になります。 


A 江局 


•カートリッジなどの消耗品は幼児の手が届かないところへ保管してください。もしカート 
リツジ内のトナーを飲んだ場合は、直ちに医師と相談してください。 
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原稿などを読み込む際の注意事頃 


じ(下を原稿として読み込むか、あるいは複製し加工すると、法律により罰せられる場合びあ 
りますのでご注意ください。 

■ 著作物など 

他人の著作物を権利者に無断で複製などすることは、個人的または家庭内その他これに 
準ずる限られた範囲においての使用を目的とする場合を除き違法となります。また、人 
物の写真などを複製などする場合には肖像権び問題と なること びあります。 

■ 通貨、有価証券など 

じ(下のちのを本物と偽って使用する目的で複製すること、またはその本物と紛らわしい 
ものを作成することは法律により罰せられます。 

•紙幣、貨幣、銀行券（外国のちのを含む） •株券、社債券 

•国債証券、地方債証券 •手形、小切手 

•郵便為替証書 •定期券、回数券、乗車券 

•郵便切手、印紙 •その他の有価証券 

■ 公文書など 

じ(下のちのを本物と偽って使用する目的で偽造することは法律により罰せられます。 

. 公務員または役所び作成した免許証、登記簿騰本その他の証明書や文書 
•私人び作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書 
•役所または公務員の印影、署名または記号 
•私人の印影または署名 


関係法律 

• 刑法 

• 郵便法 


• 著作権法 

• 郵便切手類模造等取締法 


• 通貨及証券模造取締法 

• 印紙犯罪処罰法 


• 外国二於テ流通ス J レ貨幣紙幣銀行券証券偽造 

• 印紙等模造取締法 


変造及模造二関スル法律 
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設置ずる前に 


CHAPTER 


この章では、本プリンタに装着可能なオプション品の紹介と取り付け手順、設置場所のミ夫め 
かたについて説明しています。 


オプション品について .1-2 

給紙カセット .1-2 

ぺーパーフィーダ .1-3 

ぺディスタル .1-3 

ネットワークスキヤナ .1-4 

拡張 RAM .1-4 

コント□-ル ROM (1_6ド-281日のみ） .1-6 

ハードディスク （ LBP -28] 日のみ） .1-7 

プ U ントサーバ .1-8 

プ□グラマーズマニュアル .1-8 

設置手順について .1-9 

オプション品の取り付け位置 .1-9 

設置の手順 . 1-10 

設置場所について . 1-1 1 

設置環境 . 1-1 1 

設置スぺース . 1-13 
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オプシヨン品について 


本プ U ンタの機能をフルに活かしてお使いいただくために、次のようなオプション品を用意 
しています。必要に応じてお買い求めください。オプション品については、本プ U ンタをお 
買い求めになった販売店にお問い合わせください。 



給紙カセットには、己日日枚ユニバーヴルカセットびあり、定形サイズ（ A 3、目4、 A 4、 
目己、 A 己、レジャー、 U — ガル、レター、エグゼクティブ）および定形外のサイズ（幅 
] 48.己〜297.0 mm 、 長さ2 ] 日.日〜431 .8 mm ) の普通紙を最大で約己0日枚 （64 浸/ 
m 2 ) までセットでさます。 

己日日枚ユニパーヴルカセットには2種類あり、己日日枚ユニパーサルカセット UC -86 は、 
プ U ンタ本体の標準カセット（カセット 1) と差し替えて使用します。己日日枚ユニバーサ 
ルカセット UC -86 K は、ペーパーフィーダの給紙カセット（カセット2〜 4) と差し替え 
て使用します。 



己日日 枚ユニバーサル カ セツ ト UC -86 己日日 枚ユニバーサル カ セツ ト UC -86 K 


設置する前に 
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オプション品について 





ぺーパーフイーダ 


ペーパーフィーダ ユニッ トは、己日日枚ペーパーフィーダと己日日枚給紙カセットびセット 
になっています。プ U ンタ本体の底面に最大3つまで（ぺディスタル（ボックスタイプ）装 
着時は2つまで）取り付けることびできます。己0日枚給紙カセットには、定形サイズ（ A 3、 
B 4、 A 4 、B 己、 A 5、 レジャー、 U —ガル、レター、エグゼクティブ）および定形外のサイ 
ズ（幅 ] 48.己〜297.0 mm 、 長さ2 ] 日.〇〜43 ] .8 mm ) の普通紙を最大で約己日日枚 
(64 呂 / m 2 ) までセットでさます。 



メモ I •ぺーパーフイーダユニットは、 L 目 P -28] 日/271日専用です。他の機種用のぺーパーフイー 
ダユニッ 卜は使用でさません。 

•ぺーパーフイーダユニットは、最大3台まで取り付けることびできます。ただし、ぺデイ 
スタル（ボックスタイプ）を装着した場合は、2台までです。 

•ぺーパーフイーダユニットの取り付けかたについては、「ぺーパーフイーダ」（一 P .3-2) 
を参照してください。 


ぺデイスタル 


ぺディスタルは、本プ U ンタを操作しやすい高さに設置したり、移動しやすくするための専 
用台です。プ U ンタ本体の底面またはペーパーフィーダの底面に取り付けることびでさま 
す。移動用のキヤスタと固定するためのアジヤスタび付いています。 

ぺディスタルには、キヤスタタイプとボックスタイプの2種類びあります。 



設置する前に 


オプション品について 
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メモ I •ぺディスタル（キヤスタタイプ）を装着した場合、ペーパーフィーダは3台まで取り付け 
ることびでさますび、ぺデイスタル（ボックスタイプ）を装着した場合は2台までです。 



ネットワークスキャナを本プ U ンタに接続すると、ネットワークスキャナでダイレクトに文 
書を読み込みプ U ントするコピー機能び使えます。また、ネットワークスキャナはインター 
ネットを介して、文書を電子メールで送信することびできる機能も備えております。ネット 
ワークスキャナの操作方法などについては、ネットワークスキャナに付属の取扱説明書を参 
照してください。 



拡張 RAM 


拡張 RAM は、メモ U 容量を拡張するための増設メモ U です。 

L 巳 P -28] 日はメインメモ U 32 M 目、グラフィックメモ U 64 M 巳を標準装備しています。 
L 巳 P -27] 日はメインメモ U 32 M 目、グラフィックメモ U 32 M 巳を標準装備しています。 
メインメモ U は、描画処理用のメモ U で「23ダウン□ー ドメモ U フル」、「26システ 
ムメモ U フル」、「28ビョウガメモ U フル」、「32 U ョウメンフカノウ」、「33 
ワークメモ U フル」、「36カイチョウテイカ」、「38ガシツテイカ」などのエラー 
メッセージび表示されてプ U ントできないときに増設します。グラフィックメモ U は、メイ 
ンメモ U で作成したプ U ント用のデータを一時的に記憶しておくためのメモ U で「39 G - 
RAM フル」び表示されてプ U ントできないときに増設します。 

拡張 RAM はメインメモ U 用、グラフィックメモ U 用の専用ス□ットびあり、それぞれ]個 
ずつ増設可能で、メモ U 総容量をメインメモ U 、 グラフィックメモ U とも最大2己 6 M 目ま 
で増やすことび巧能です。 
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•メインメモ U 増設時の印字保証サイズ ( LBP -28 10/2710共通) 


拡張 RAM 

取り付け後の容量 

印字保証サイズ 

なし 

32 MB 

巨4 

64 MB 

96 MB 

U —ガル X 4 

128 MB 

160 MB 

A 3 X 4 

2 己 6 M 巨 

2 己 6 M 巨 

目4 X 8 


•グラフィックメモ U 増設時の印字保証サイズ ( LBP -2810 の場合) 


拡張 RAM 

取り付け後の容量 

印字保証サイズ 

なし 

64 MB 

A 3 X 2 

64 MB 

128 MB 

A 3 X 4 

128 MB 

192 MB 

B 4 X 8 

2已 6 MB 

2已 6 MB 

A 3 X 8 


•グラフイックメモ U 増設時の印字保証サイズ ( LBP -2710 の場合) 


拡張 RAM 

取り付け後の容量 

印字保証サイズ 

なし 

32 MB 

巨4 

64 M 巨 

96 MB 

巨4 X 4 

128 MB 

160 MB 

U —ガル X 8 

2 己 6 M 巨 

2 己 6 M 巨 

A 3 X 8 


表中の印字保証サイズは、「印字動作」を「ガシツユウセン」、「両面印刷」を「シナイ」、 
「データ処理」を「ファイン」、「階調処理」を「ヒヨウジュン」、「八ードディスク」を「ツ 
カワナイ」に設定した場合のカラープ U ント時の値です。 

用紙サイズ個積）は大きい順に、 A 3、レジャー、目4、角形2号封筒、リーガル、 A 4、 
レター、エグゼクティブ、 B 己、 A 己、洋形4号封筒、八ガキです。 


重要 


•扳:張 RAM は、必ず本プ U ンタに対応した 3.3 V 用 SDRAM DIMM をご使用ください。キ 
ヤノン製拡張 RAM ( RD -64 MS 、 RD -128 MS 、 RD -256 MS ) のご使用をおすすめし 
ます。 



オプション品について 
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• 従来の扳:張 RAM DIMM ( RD -4 M 、 RD -8 M 、 RD - 1 6 M 、 RD -4 ME 、 RD -8 ME 、 RD -1 6 ME 、 
RD -16 MU RD -32 MU RD -64 ML ) は、使用でさません。誤って使用した場合は、正 
しく動作しません。 


従来の RAM DIMM (3.3 V 、 已 V ) 


使用不 qj 


^切り欠さ 


メモ1 .印字保証サイズについては、「印字調整グループの設定項目」（一 UPS 機能ガイド）を参 
照してください。 

.本プ U ンタに2已 6 MB ( RD -2 已 6 MS ) を取り付けた場合、総容量は 288 MB または 
32日 M 巨になりますび、使用可能な容量は2已 6 M 巨までです。 

.オーバレイなどの大量の登録データを処理する場合にも拡張 RAM (メインメモ U ) の増 
設び必要です。 

.メインメモ U とグラフィックメモ U はそれぞれ別のス□ットに取り付けますので、]つの 
拡張 RAM をメインメモ U とグラフィックメモ U で共有することはでさません。 

.拡張 RAM の取り付けかたについ！:は、 「 RAM / R 日 M 」 （一 P . 3-32) を参照してください。 


コント □- ル ROM (LBP- 2810 のみ ) 


コント□-ル ROM は、エミュレーシヨンモードを追加するための ROM です。本プリンタ 
を、お使いのパソコンに対応した専用プ U ンタのように動作させることびできます。]枚の 
コント□ール ROM に、次のエミュレーシヨンモードとフオントび収録されています。 

. IBM 5577 プ U ンタエミュレーシヨン 
. HP -7550 B ( HP - GL ) プ□ツタエミュレーシヨン 
.バー〕ードフオント ROM ( FR - 目 FV 2 CL 相当） 

本プ U ンタには、コント□ール ROM を]個のみ増設巧能です。 



重要 


•コント□-ル R 日 M は、必ず本プ U ンタに対応したもの ( CR - HIS ) をご使用ください。 


本プリンタ用 ROM DIMM (3.3 V ) 

I 

-► 

> 使用可 < 

が勺 2 mm 

I 

約 4 mm 
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•従来のつント □— J レ ROM ( CR - 己己77/2、 CR -3 己9/2、 CR - 己273/2、 CR -7 己己 0/ C 、 
CR -20 ] /2、 CR - ES /2、 CR - 已己77し CR -3 已9し CR - 已273し CR -7 己己0し CR -201 U 
CR-ESU CR - MEL ) は、使用できません。誤って使用した場合は、正しく動作しません。 


従来の ROM DIMM (3.3 V ) 


准 


使用不□」 

約 2 mm 


約2.己 mm 
従来の ROM DIMM (己 V ) 


使用不可 


追 


約 4 mm 


メモ I .コント□ール ROM の取り付けかたについては、 「 RAM / R 日 M 」 （一 P .3-32) を参照して 
<ださい。 


，ノ V — ドディスク （ LBP - 2810のみ) 


八ードディスクは、受信したプ U ントジョブを一時的に保をするためのプ U ンタ内蔵型八一 
ドディスクです。八ードディスクを取り付けることにより、プ U ントジョブのスプールやセ 
キュアプ U ント、電子ソート 、 rip onceOJ ップワンス）などの機能び使えるようになります。 



のみです。 「 HD -1 日」と記載されていない八ードディスクを誤って使用した場合は、正し 
く動作しません。 



オプション品について 
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.八ードディスクを使用するときは、目 4 M 目上の拡張 RAM (メインメモ1」）の増設び必 
要です。併せて取り付けてください。 

.八ードディスクを使用するときは、セットアップメニューの「タイムアウト」の設定を 
「シナイ」じ(外に設定してください。工場出荷時の状態の「1已ビヨウ」に設定すること 
をおすすめします。 


メモ 1 •八ードディスクの取り付けかたについては、「八ードディスク （ L 目 P -281 日のみ）」（一 
P .3-44) を参照してください。 



プリントサーバは、本プ U ンタを LAN に接続するためのプ U ンタ内蔵型ボードです。 IPX / 
SPX 、 TCP / IP 、 NetBIOS / NetBEUI 、 AppleTalk のプ□トコルに対応したものびありま 
すので、 Windows 、 Macintosh 、 UNIX 、 NetWare ®、 イントラネットなど幅広い LAN 
システムに対応可能です。専用のネットワーク管理ソフト [NetSpot Device Installer 」 
や [NetSpot Console 」 はプ U ンタに標準同捆されています。 



メモ I .装着できるプ U ントサーパ'につい口ま、「パソコンと接続する」（一 P .2-32) を参照して 
<ださい。 

.プ U ントサーバの取り付けかたについ " C は、「プ U ントサーパ'」（一 P .3 -己己）を参照して 
<ださい。 


プ□グラマーズマニュアル 


本プ U ンタ用のプ U ンタドライノ（や印刷設定プ□グラムなどを作成するための、プ□グラ 
マー用のマニュアルです。次の3種類び用意されています。 

プ□グラマーズマニュアル「ソフトウェア概説書4.2」 

( LIPS コマンドの概要を知るためのマニュアル） 

プ□グラマーズマニュアル「コマンド U フアレンス4.2」 

( LIPS コマンドの手引き） 

プ□グラマーズマニュアル「クックブック4.2」 

(プ□グラムサンプル集） 

メモ I . LIPS IV のプ□グラマーズマニュアルは、キヤノンホームページからダウン□ー ドするこ 
とびでさます。 
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設置手順について 


本プ U ンタは、取り付けるオプション品によって、設置する手順び異なります。お買い求め 
になったオプション品の内容を確認し、次表の手順で作業を行って<ださい。 


^プシヨン品の取り付け位置 



設置手順について 
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設置の手順 


お客様の設置状況に合わせ、該当する手順にそって作業を進めて<ださい。オプション品を 
取り付けない場合は、（オプション）と表記された手順は読み飛ばしてください。 


(オプション） 


ぺデイスタルの設置（一 P .3-20) 
ぺーパーフイータの設置(— ► P .3-2) 


プリンタ本体の設置（- ► P . S - S ) 


カートリッジのセット（一 P .2-11) 


用紙のセット（一 P .2-24) 


(オプション） ネットワークスキャナの取り付け（一付属の取扱説明書） 
RAM / ROM の取り付け（一 P .3-32) 

八ードディスクの取り付け （ LBP - 2810のみ）（一 P .3-44) 
プリントサーバの取り付け（一 P .3 -日日） 


本体とパソコンの接続（一 P .2-32) 


電源コード、アース線の接続（一 P .2-44) 
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設置場所について 


本プ U ンタを安全かつ快適にご使用いただくために、「設置環境」に記載されている「温度 
/湿度条件」、「電源条件」、「設置条件」を満たした場所に設置して<ださい。 


重要 


•本プ U ンタを設置する前に、「ム安全にお使いいただくために」 P . viii ) を必ずお読み 
<ださい。 


設置環境 


本プ U ンタの設置場所は、次の環境条件を考慮の上、お選びください。 


Jmu 交/ /显もボ件 

温度、湿度び次の範囲内の場所でご使用 < ださい。 

•周囲温度： ] 日〜3日で 

•周囲湿度： ] 日〜8日 ％ RH (結露のないこと） 


重要 


•次のような場合は、プ U ンタ内部に水滴び生じる（結露）ことびあります。本プ U ンタを 
周囲の温度や湿度に慣らすために、]時間上放置してからご使用ください。 

-本プ U ンタび設置されている部屋を急激に暖めた場合 
. 本プ U ンタを温度や湿度び低い場所から高い場所へ移動させた場合 

•プ U ンタ内部に水滴び生じると、用紙の搬送に不具合び起こり、紙づまりの原因となった 
り、プ U ント不良となることびあります。また「己 F - nn サービスコール」というメッ 
セージび表示され、プ U ント処理び停止することびあります。詳しくは、「メッセージび 
表示されたとさには」（ーユーヴーズガイド）を参照してください。 


■ 超音液加湿器をご使用のお客様へ 

超音波加湿器をご使用の際に、水道水や井戸水をご使用になりますと、水中の不純物び 
大気中に放出され、プ U ンタの内部に付着して画像不良の原因となります。ご使用の際 
には、純水など不純物を含まない水のご使用をおすすめします。 


電源条件 

L 巳 P - S 81 日の最大消費電力は ]] SOW LBP - S 71 日の最大消費電力は111 OW * 

じ(下です ( AC 100 V ± ] 日％、 己 日/ 6 日 Hz ± 2 Hz )。 電気的な ノイズ や許容範囲を超える 
電源電圧の降下は、本プ U ンタだけでなく、パソコン本体の誤作動やデータ消失の原因にな 
ることびあります。 

* を： フル オプション装着時（ネッ トワーク スキャナを除く）は L 巳 P -28] 日び] ] 日日 W 、 
L 巳 P -271 日び ]]30 VViU 下です。ただしこの値は、起動時の瞬間的な ピーク を除いた値 
です。 
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電源を取るとさは、次の事項をお守りください。 

•必ず ] 己 ALiLb の電源コンセントから、プ U ンタの電源を取ってください。 

-アース線を接続してください。 

お使いの電源について不明な点びあれば、ご契約の電力会社またはお近くの電気店などにご 
相談ください。 


ik 警告•アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場ちは、乂災や感電 
の原因になります。 


重要 


. 一つの 電源コンセントを本プ U ンタ専用にしてください。同一電源コンセント上の他の差 
し込み□は、使用しないでください。 

•パソコン本体の補助コンセントから電源を取らないでください。 

•複写機やエアコン、シュレッダーなど、消費電力の大さな機器や電気的ノイズを発生する 
機器と同じコンセントから電源を取らないでください。 


設置条件 

本プ U ンタは、次のような場所に設置してください。 

• 十分なスペースび確保でさる場所 
•風通しびよい場所 
• 平坦で水平な場所 

•本プ U ンタおよびオプション品の質量に耐えられる十分な強度のある場所 


A 警告 • アルコール、シンナーなどの引乂性溶剤の近くに設置しないでください。引义性溶剤が機 
械内部の電気部品などに接触すると、义災や感電の原因になります。 

A 注意 • 本プリンタを次のよラな場所に設置しないでください。乂災や感電の原因になることがあ 
ります。 

•湿気やほこりの多い場所 

•調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所 
-雨や雪が降りかかるよラな場所 
-水道の蛇□付近などの水気のある場所 
•直射日光のあたる場所 
•高温になる場所 
-乂気に近い場所 

. ぐ 5 ついた台の上や傾いた所などの不安定な場所、振動の多い場所に設置しないでくださ 
し、。落ちたり倒れたりして、けがの原因になることがあります。 


重要 


•本プ U ンタは次のような場所に設置しないでください。故障の原因となることびありま 
す。 

•急激な温度変化や湿度変化びある場所や結露の発生する場所 
•風通しの悪い場所 
-磁気や電磁波を発生する機器の近く 
•実験室など、化学反応を起こすよラな場所 

-空気中に、塩分やアンモニアガスなどの腐食性または毒性のガスを含んでいるような場 
所 

•本プ U ンタおよびオプション品の質量で歪んだり、沈む可能性のある場所（じゆうたん、 
畳などの上） 


1-12 設置場所について 
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設置スぺ ース 


本プ U ンタの周囲には、次のような空間を確保し、本プ U ンタの質量に耐えられる場所を選 
んで設置してください。各部の寸法、および周囲に必要な寸法、足の位置は次のようになつ 
ています。 


周囲に必要なスペース 




設置する前に 
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参ぺディスタル（ボックスタイプ）装着状態 


_ぉ从 い印)_ 

ぺデイスタル（ボックスタイプ） 

+ぺーパーフイーダ 1 台 


社心 _ (mm) 

ぺディスタル（ボックスタイプ） 

+ぺーパーフィーダ 2 台 




叫ブ S 百 


加 


- 〇 

ザ： 
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ぶ 
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設置する前に 
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Lo 135.4 364.0 80.2 品 (mm) 


の 

s Omm) 


@ メモ] .プ U ンタ本体のゴム足の高さは 2 mm 、 先端の直径は2日 mm です。 


ぺデイスタル（キヤスタタイプ） 
+ぺーパーフイーダ2台 


足の位置 

•本体 

CD 135.4 369.7 74.5 P 

の ,§j 


參ぺ ディスタル（キャスタタイプ）装着状態 




ぺデイスタル（キヤスタタイプ) 
+ぺーパーフイーダ1台 




ぺデイスタル（キヤスタタイプ) 
+ぺーパーフイーダ3台 


參ぺ デイスタルのキヤスタ、アジヤスタの位置 

LO 

CO 
CD 




55 540 86.5 
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C 
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CHAPTER 


この章では、本プリンタをパッケージか5取り出して設置するまでの手順について説明して 
います。オプション品を同時に取り付ける場合には、第3章「オプション品の取り付け」と 
併せてお読みください。 


パッケージの内容を確認する .2-2 

設置場所に運ぶ .2-3 

徊包材を取り外す .2-6 

カートリッジをセットする . 2-1 1 

用紙をセットする .2-24 

給紙カセットに用紙をセットする .2-24 

パソコンと接続する .2-32 

DOS / Windows パソコンとの接続 .2-32 

Macintosh パソコンとの接続 .2-3 己 

ネットワークとの接続 .2-39 

その他のパソコンとの接続 （ LBP -281 日のみ） .2-42 

電源コードを接続する .2-44 
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パッケージの内容を確認する 


プ U ンタを設置する前に、パッケージに iU 下のちのびすべて揃っているかを確認してくださ 
い。万一、不足しているちのや破損しているちのびあった場合には、お買い求めの販売店ま 
でご連絡ください。 




□電源コード 



□ アース線 



□プ U ンタ本体 

(給紙カセット、 ET 目ユニットは取り付けられています。） 


□カート IJ ツジ X 4 




□取扱説明書 

■ 設置時にお読みください 
■ 設置ガイド 
■ ユー ヴーズガイド 
■ UPS ソフトウエアガイド 
/スタート編 
■ネットワークガイド 

/スタート編 (L 日 P -281 日のみ) 


□ LIPS IV User Software CD-ROM 

■ ユーテイ U テイソフト 
■ プリンタドライバ 

■ LIPS ソフトウエアガイド/本編 
■ネットワークガイド/本編 

( LBP -28 T 0 のみ） 

■ U モート UI ガイド 
( L 己 P -28]0 のみ） 


□取扱説明書 CD-ROM 
■ 設置ガイド 
■ ユーヴーズガイド 

■ UPS ソフトウェアガイド 
/本編 

■ ネットワークガイド 
/本編 ( LBP -281 日のみ） 

■ LIPS 機能ガイド 

■ U モート UI ガイド 



□ FontGallery Deluxe CD □保証登録書/封筒セット □用紙サイズ表示板 □用紙サイズラベル x 2 
全書体見本 


メモ1 .本プ U ンタにはプ U ンタケーブルは付属していません。お使いのパソコン、または接続ち 
法に合わせてご用意ください。 
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パッケージの内容を確認する 



















設置場所に運ぶ 


設置場所び確保でさたら、本プ U ンタをパッケージから取り出し、設置場所へ運びます。 


編重要 


•本プ U ンタ用ぺディスタルを使用せずに本体のみを設置する場合は、本体の質量に耐えら 
れる机などに設置してください。 

•本プ U ンタおよびオプション品の質量で歪んだり、沈む可能性のある場所（じゅうたん、 
畳などの上）には設置しないでください。 

•オプションのぺディスタルやペーノくーフィーダを取り付けるとさは、プ U ンタ本体をパッ 
ケージから取り出す前にぺディスタルやペーパーフィーダを設置してください。ぺディス 
タルの設置ち法については、「ぺディスタル」（一 P .3-2 日）を、ペーパーフィーダの設置 
方法については、「ぺーパーフイーダ」（一 P .3-2) を参照してください。 


d 


プリンタ本体をパッケージか5取り出します。 

.プ U ンタ本体の取り出し作業は、周囲に十分なスペースびある広い場所で、必ず4人！;(上 
で行ってください。 


ク 


プリンタ本体を設置場所へ運びます。 

プ U ンタ本体下部にある運搬用取っ手に4人上で手を掛け、同時に持ち上げて設置場所 
に運びます。 


ik 注意•本プリンタは、カートリツジを取り付けていない状態で約已 6 k 旨あります。必ず 4 人 m 上 
で、腰などを痛めないよラに注意して持ち運んでください。 


プリンタの設置 




設置場所に運ぶ 
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•絶巧に給紙カセツトやカセツト保護カバーなど、運搬用取っ手 m がの部分を持たないでく 
ださい。落としてけがの原因になることがあります。 


I 本プリンタは、本体前面側が重くなつています。持ち上げるとさにバランスをくずさない 
よう注意してください。落としてけがの原因になることがあります。 


tmma •給紙トレイやカバーを止めてあるテープは、付けたまま持ち運んでください 

3 

A 注意 


設置場所にゆつくりとおろします。 


プリンタはゆっくりと慎重におろしてくださし、手などを挟むと、けがの原因になること 
があります。 


前面側び重い 



重要 
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設置場所に運ぶ 
























重要 


•設置場所には、オプション品の取り付けやケーブルの接続などを行ラためのスペースを確 
保しておいてください。 


設置場所に運ぶ 
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烟包がを取りかず 


本プ U ンタには、輸送時の振動や衝撃から装置を守るために、テープや捆包材び取り付けら 
れています。設置場所へ運んだら、これらのテープや捆包材を取り外してください。 


i 重要 


• プ U ンタ内部に捆包材び残っていると、動作時に印字不良や故障の原因になります。必ず 
手順にしたびって捆包材を残さずに取り外してください。 

•取り外した捆包材は、移転や移設、修理などの輸送時に必要になります。なくさないよう 
大切に保管しておいてください。 


1 前上カバーや前下カバー、電源スイッチを止めているテープを取り外し 

Sn 9 〇 
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姻包材を取り外ず 












f 葡劫 . 不用意に前上カノく一に触れて前上カノ（一び閉まらないように気を付けてください。 

n 

前上 カバーを 閉めます。 

前上カノ く一は左ちの取っ手を両手で持ってゆっくりと確実に閉めます。 


置 


3 



ム 前上カバーを開け、内部の保護シートを取り外します。 

前上カバーは左ちの取っ手を両手で持って、止まるまでいっぱいに開けます。 



個包材を取り外す 
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4 


f 涯重哥 


糸合紙カセツトを引さ出します。 


給紙カセットはカチッと音びするまで前面の取っ手を持って引さ出してから、図のように 
側面の取つ手を両手で持つて引さ出します。 



. 給紙カセットは重いので両手でしっかり持ってください。 
.取り出した給紙カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 
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姻包材を取り外ず 










5 給紙カセット内部のテープと個包材を取り外します。 

捆包材は、取っ手を指でつまんでの、水平に引いて取り外します③。 



プリンタの設置 


個包材を取り外す 
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6 給紙カセットをプリンタ本体にセットします。 

給紙カセットを両手でしっかり持って、給紙カセット前面び、プ U ンタの前面と揃うまで、 
しっかりと奥まで巧し込みます。 




ik 注意•給紙カセットをプリンタ本体にセットするときは、指を挟まないように注意してくださ 
し、。 


重要 


•給紙カセツトびプ U ンタ本体に入りにくいときは、無理に押し込まずに、一度給紙カセツ 
卜を取り外し、まっすぐにしてからセツトしなおしてください。 


2-10 姻包材を取り外ず 














力—卜 IJ ツジをセツトずる 


本プ U ンタは、工場出荷状態ではカート U ツジは取り付けられていません。捆包材を取り外 
したら、必ず同捆されている4色のカート U ツジを取り付けてください。 

カート U ツジは、精密な機構の部品で構成されています。磁気や光に対して非常に敏感で 
す。取り扱いを誤ると、内部の感光ドラムび劣化し、印字品質び低下します。 


ik 注意 • トナーで衣服や手をミちさないように注意してください。あ服や手がミちれた場合は、直ちに 
水で洗い流してください。温水で洗うとトナーが定着し、ミちれがとれなくなることがあり 
ます。 


重要 


•カート U ツジを取り扱う際には、次の点に気を付けてください。 

-必ず本プ U ンタに付属のカート IJ ツジを使用してください。 

-新品のカート U ツジは、実際に使用するときまでカート IJ ツジび捆包されている箱から 
取り出さないで < ださい。 

-メンテナンスなどのためにカート U ツジを本体から取り外したときは、すみやかに保護 
カバーを取り付け、カート U ツジび入っていた保護袋に入れ、カート IJ ツジび捆包され 
ていた箱に入れてください。捆包されていた箱びないとさは、適した大ささの段ボール 
に入れて、光び当たらないようにしてください。 



カートリツジをセツトする 2-11 








•カート U ツジを取り扱う 際は、 図のよラに正しく持ち、必ず矢印のついている面を上に 
して取り扱ってください。立てたり、裏返したりしないでください。 


•内部の感光ドラムを手で触れたり、傷を付けたりすると、印字品質び低下します。絶対 
に手で触れたり、ドラム保護シャッターを開けないでください。また、電気接点部やセ 
ンヴーなど指定された！;(外の部分は、持ったり、触れたりしないでください。故障の原 
因になることびあります。 




2-12 カートリッジをセットずる 








•カート u ッジは、絶対に直射日光や強い光に当てないでください。保護カバーび付けら 
れ、保護袋に入っている状態でも直射日光や強い光には当てないでください。 



• カート U ツジをディスプレイやパソコンなど、磁気を発生する装置に近づけないでくだ 
さい。 

•カート U ツジメモ U に衝撃を与えたり、磁気を近づけたりしないでください。故障の原 
因になることびあります。 
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前上カバーを開けます。 

前上カバーは左ちの取っ手を両手で持って、止まるまでいっぱいに開けます。 


(3 


ク 


降の作業は前上カバーを開けた状態で行います。不用意に前上カバーに触れて、前上力 
ノ（一び閉まらないように気を付けてください。 


前下カバーを開けまず。 

前下カバーは、両手で持って止まるまでいっぱいに開けます。 



d 


I 前下カバーを開けるとさ、プ U ンタの前に障害物びないことを確認してくださし、 



プリンタの設置 


2-14 カートリッジをセットずる 
























ETB ユニットの左ちの緑色のラベルが貼 5 れている取っ手を持って 、 ETB 
ユニットを開けまず。 

ET 目ユニットはゆっくりと強く引いて、止まるまでいっぱいに開けます。 



重要 


• ETB ユニットは必ず左ちの取っ手を両手で持って開けてください。片手で開けたり、片方 
の取っ手に力を入れて開けないでください。 ETB ユニットに無理な力びかかり故障の原 
因になります。 

• ETB ユニットは完全に下まで開けてください。 

• ETB ユニットの上に物を置いたり、 ETB ユニットの搬送ベルトに触れたりしないでくだ 
さい。 ETB ユニットび破損したり搬送ベルトに傷びつくと、給紙不良や印宇品質の低下 
の原因になります。 
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4 ETB ユニットの搬送ベルトの上に、図のようにご使用の用紙 ( A 3 サイズ 
の用紙を推奨）を置きまず。 



重要 


.カート IJ ツジを着脱するときは、 ETB ユニツトの搬送べルトを保護するため、必ず用紙を 
搬送べルトの上に置いて作業を行ってください。 


5 力ートリツジを保護袋か5取り出します。 

保護袋はカート IJ ツジを傷つけないように、はさみなどで切って開けます。 



A 注意 • 絶巧に栖包材を持ってカートリツジを持ち運ばないでください。落としてけがの原因にな 
ることがあります。 



2-16 カートリッジをセットずる 















重要 
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•カート u ッジは、下段からシアン、イエ□一、マゼンタ、ブラックの順に取り付けますの 
で、この順番で準備します。 

•カート U ッジを取り付ける準備びでさるまで、カート U ッジは箱に入れておいてください。 

•カート U ッジび入っていた保護袋は、捨てずに保管しておいてください。プ U ンタのメン 
テナンスなど、カート IJ ッジを取り出すときに必要になります。 

カートリッジを平!5な場所に置き、テープをはがしなが5①、保護シー 
卜もはがします②。 



カートリツジを押さえなが5、保護シートの穴に指を掛け保護シートを 
取り外します。 



•保護シートを取り外すとさは、ドラム保護シャッターを手で押さえつけないように気を付 
けて作業を行ってください。 

•取り外した保護シートは、地域の条例にしたびって処分してください。 


プリンタの設置 


カートリッジをセットする 2-17 








8 徊包材 （2 箇所）をカートリッジか5外し①、テープを取り外します②。 

捆包材は、タブに指をかけ、まっすぐ引いて外します。 



重要 


• 捆包材をカート IJ ッジから外すときは、ドラム保護シャッターを手で巧さえつけないよう 
に気を付けて作業を行ってください。 


9 


徊包材を矢巧の方向に引いて取り外します。 



重要 


• 取り外した捆包材は、地域の条例にしたびって処分してください。 


2-18 カートリッジをセットずる 









10 テープと保護カバ_を取り外します。 

保護 カバーはテープと 一緒に取り外します。 




f 垂劫 .取り外した保護カバーは、捨てずに保管しておいてください。プ U ンタのメンテナンスな 
ど、カート IJ ツジを取り出すとさに必要になります。 

1 I カートリッジを図のように持ち、ゆっくりと曰〜6回振って、内部の卜 
ナーを均一にな5します。 



d 


トナーび均一になっていないと、印字品質び低下します。この操作は必ず行ってくださし、 


プリンタの設置 


カートリッジをセットする 2-19 











^ 2 カートリツジを平 5 な場所に置き、カートリツジを押さえなが5シーリ 
ングテープ（長さ約 70 cm ) をゆっくりと引き抜きまず。 

シー U ングテープは、タブに指を掛け、まっすぐに引き抜きます。 



重要 


.曲げて引いたり、上向きや下向きに引っ張らないでください。シー U ングテープび途中で 
切れ、完全に引さ抜けなくなることびあります。 



• シー U ングテープは最後まで完全に引さ抜いてください。シー U ングテープびカート IJ ッ 
ジ内に残っていると、印き不良の原因になります。 

• シー U ングテープを引き抜くときは、ドラム保護シャッターを手で巧さえつけないように 
気を付けて作業を行ってください。 

• 引さ抜いたシー IJ ングテープは、地域の条例にしたびって処分してください。 


2-20 カートリッジをセットずる 







カートリッジを両手で持ち、本体に取り付けます。 


各色のカート U ッジを同じ色のラベルび貼られているス□ットに合わせて止まるまで差し 
込みます の。 さらにしっかりと奥まで、図のように押し込みます®。 



重要 


.カート U ツジはしっかりと奥まで巧し込んで取り付けてください。カート IJ ツジび確実に 
取り付けられていないと印字品質び低下します。 


力ートリツジをセツトする 2-21 


























重要 


•用紙を取り除くときに、 ETB ユニットの搬送ベルトに触れたり、傷をつけないように気を 
付けてください。 


2-22 カートリッジをセットずる 
























15 


ETB ユニットを閉めます。 


ETB ユニットは両手で、カチッと音びするまでしっかり閉めます。 



重要 


• ETB ユニットは必ず左ちの緑色のラベルび貼られている取っ手を両手で持って閉めてく 
ださい。 

.カート U ツジを取り付けたあと、 ETB ユニットを開けたまま長時間放置しないでくださ 
い。 


16 前下カバーを閉め①、前上カバーを閉めます②。 

前上カノ く一は左ちの取っ手を両手で持ってゆっくりと確実に閉めます。 



カートリツジをセツトする 2-23 
























用紙をセツトずる 


本プ U ンタの給紙カセットには、 A 3、 B 4、 A 4、 B 己、 A 己、レジャー、リーガル、レター、 
エグゼクティブサイズおよび定形外（ユーヴペーパー）の普通紙を約己日日枚 (64 g / m 2) 
までセットでさます。 A 4 やレターサイズの用紙は通常横置さにセットしますび、縦置き 
( A 4 R 、 レタ ー R ) にもセットできます。 


重要 


• プ U ント中に給紙カセットを抜き取らないでください。紙づまりや故障の原因になること 
びあります。 

.普通紙 （64 〜1 05g/m2) 1；(外の用紙をセットしないでください。紙づまりや故障の原 
因になることびあります。 

.バ U のある用紙、しわのある用紙やひどくカールした用紙はセットしないでください。紙 
づまりや故障の原因になることびあります。 

•給紙カセットにセットできる用紙の枚数は、普通紙で約己日日枚 （64 呂 /m 2 ) です。絶対 
に用紙ガイドの積載制限マークを超えない範囲でセットしてください。積載制限マークを 
超す量の用紙をセットすると、給紙不良の原因となります。 

•使用でさる用紙の詳細は、「用紙について」（ーユーヴーズガイド）を参照してください。 

• セットした用紙びすべてなくなってから補充してください。なくならないうちに補充する 
と給紙不良の原因になります。 

.八ードディスク （LBP-281 日のみ）を取り付けている場合は、 HDD ランプび点打してい 
るときに給紙カセットを引き出したり差し込んだりしないでください。 

•給紙カセットの給紙□ーラや黒いゴムパットには触れないでください。給紙不良の原因に 
なります。 



給紙カセツトに用紙をセツトする 


カート U ッジを取り付けたら、給紙カセットに用紙をセットします。標準で装着されている 
カセット1、オプションのペーパーフィーダ装着時のカセット2、カセット3、カセット4 
共に、用紙のセツト方法は同じです。次の手順にしたびって、正しく用紙をセツトしてくだ 
さい。 


2-24 用紙をセットする 






給紙カセットを引き出します。 

給紙カセットはカチッと音びするまで前面の取っ手を持って引き出してから、図のように 
側面の取つ手を両手で持つて引さ出します。 


A 注意•用紙をセツトするときは、必ず給紙カセツトをプリンタか 5 取り出してセツトしてくださ 
し、。給紙カセツトを途中まで引さ出した状態で用紙をセツトすると、給紙カセツトが落ち 
たりプリンタが倒れたりして、けがの原因になることがあります。 

tmma •給紙カセツトは重いので両手でしっかり持ってください。 

•取り出した給紙カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 


重要 


プリンタの設置 




用紙をセットする 2-25 











2 定お/不定お切り替えスイッチを lu 下のように合わせます。 

定形サイズの用紙をセットする場合は、 "STANDARD" 側に合わせます。 


定形外の用紙（ユーヴペーパー）をセットする場合は、 CUSTOM 側に合わせます。 



メモ1 • 降の手順は定形サイズの用紙のセツト方法を説明します。定形外の用紙のセツト方法は 
「定形外の用紙（ユーヴペーパー）をセツトする」（^ユーヴーズガイド）を参照してくだ 
さい。 



プリンタの設置 


2-26 用紙をセットする 







3 後側の用紙ガイドの□ック解除レバーをつまみなが5、セットする用紙 
サイズの位置に台わせて用紙ガイドを移動します。 



4 側面の用紙ガイドの□ック解除レバーをつまみなが5、セットする用紙 
サイズの位置に台わせて用紙ガイドを移動します。 

側面の用紙ガイドは左ちび連動しています。 



用紙をセットする 2-27 
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用紙の束を平 5 な場所で揃えます。 



重要 


•裁断状態び悪い用紙を使用すると、重送しやすくなる場合びあります。そのような場合 
は、用紙をよくさばしてからセットしてください。 


6 用紙の後端を用紙ガイドに合わせてセツトしまず。 



メモ1 . レターへッドや□ゴ付きの用紙などにプ U ントする場合は、次の指示にしたびって正しい 
向さに用紙をセットしてください。 

•A4、 レターサイズのように用紙を横送りでセットする場合は、用紙の表面（プ U ント 
する面）を上に向け、用紙の上端びプ U ンタを前面から見て左になるようにセットしま 
す。 



2-28 用紙をセットする 












•A3、B4、 レジャ ー、U- ガルサイズのように用紙を縦送りでセットする場合は、用紙 
の表面（プ U ントする面）を上に向け、用紙の上端び手前になるようにセットします。 



/ 用紙を図のように下へ押さえ、積載制限マークを超えていないか確認し、 
用紙ガイドに付いているツメの下に用紙を入れます。 



重要 


•給紙カセツトにセツトできる用紙の枚数は、普通紙で約已日日枚 （64 呂/のうです。絶対 
に用紙ガイドの積載制限マークを超えない範囲でセツトしてください。積載制限マークを 
超す量の用紙をセットすると、給紙不良の原因となります。 


用紙をセットする 2-29 
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給紙カセツトをプリンタ本体にセツトします。 

給紙カセットを両手でしっかり持って、給紙カセット前面び、プ U ンタの前面と揃うまで、 
しっかりと奥まで巧し込みます。 


ik 注意•給紙カセットをプリンタ本体にセットするとさは、指を挟まないように注意してくださ 
い。 

imma •給紙カセットびプ U ンタ本体に入りにくいとさは、無理に押し込まずに、一度給紙カセッ 
卜を取り外し、まっすぐにしてからセットしなおしてください。 


重要 




2-30 用紙をセットする 














9 用紙サイズ表示板に、セツトした用紙サイズのラベルを貼り、給紙カセツ 
卜の前面左側の用紙サイズ表示板差し込み□に差し込みまず。 



用紙をセットする 2-31 





パソコンと接続ずる 


本プ U ンタをパソコンやネットワークに、プ U ンタケーブルやネットワークケーブルで接続 
します。 LBP-28] 日は、双方向通信対応のパラレルコネクタ、 USB コネクタ、 LAN コネ 
クタを標準装備していて、 LBP-271 日は、双方向通信対応のパラレルコネクタ、 USB] 
ネクタを標準装備しています。 

•本プ U ンタにプ U ンタケーブルやネットワークケーブルは付属していません。あらかじめ 
ご使用のパソコンやネットワークに合ったケーブル（別売）をご用意ください。 

メモ I •本プ U ンタに付属のプ U ンタドライバやユーティ U ティソフトのインス!-ールち法につ 
いては、 「UPS ソフトウェアガイド」を参照してください。 


DOS / Windows パソコンとの接続 


本プ U ンタを D 日 S/Windows パソコンに直接接続するときは、プ U ンタポート（パラレル 
インタフェース）または USB ポートに接続します。 


プリンタポートに接続ずる場合 

PC-9800 シ U- ズや旧 MPC/AT 互換機 （D 日 S/V パソコン)、その他の DOS/Windows 
パソコンのプ U ンタポートは、一般的にパラレルインタフエース （IEEE1284 準拠）です。 
お使いのパソコン用のプ U ンタケーブルで本プ U ンタのパラレルコネクタとパソコンのプ 
U ンタポートを接続します。 




王,章、 • プリンタケーブルを接続するとさは、必ず次の手順を守ってください。感電の原因になる 
ことがあります。 

① 本プリンタの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントか5抜いてください。 

② パソコンの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントから抜いてください。 


プリンタの設置 


2-32 パソコンと接続ずる 









































プリンタケーブルのセント □ 36 ピンコネクタ側を本プリンタち側面の 
パラレルコネクタへ接続し①、両側の留め金を掛けまず②。 



Z プリンタケーブルの反対側をパソコンのプリンタポートへ接続します。 

USB ポートに接続ずる場合 

USB (ユニバーサル•シ U アル•バス）ポートを装備したパソコンの場合は、 US 目ケーブ 
ルで本プ U ンタち側面の USB コネクタとパソコンの USB ポートを接続します。 



ik 警告•電源スイッチをオンにした状態で US 目ケーブルを接続するとさは、アース線が接続され 
ていることを確認してか5行ってください。アース線が接続されていない状態で行ラと、 
感電の原因になります。 

•電源スイッチをオンにした状態で USB ケーブルを抜さ差しするとさは、コネクタの金属 
部分に触れないでください。感電の原因になります。 


重要 


•次のようなとさは、 US 目ケーブルを抜さ差ししないでください。パソコンやプ U ンタの 
動作不良の原因になります。 


パソコンと接続ずる 2-33 



























































•パソコンの電源を入れた後の OS ( Windows ) 起動中 
•プ U ント中 

•パソコンおよびプ U ンタの電源びオンになっている状態で US 目ケーブルを抜き差しする 
場合は、抜いた後に必ず已砂1；(上の間隔を空けてから差し込んでください。抜いた直後 
に差し込むと、パソコンやプ U ンタの動作不良の原因になります。 


1 USB ケーブルの B タイプ(四角い)側を本プリンタち側面の USB コネク 
夕へ接続しまず。 



ム USB ケーブルの A タイプ(平たい)側をパソコンの USB ポートへ接続し 
ます。 



プリンタの設置 


2-34 パソコンと接続ずる 



































Macintosh パソコンとの接続 


本プ U ンタを Macintosh に直接接続するときは、プ U ンタポート（シ U アルポート）また 
は US 目ポートに接続します。 

シリアルポートに接続ずる場合 

シリアルポートを装備した Macintosh は、シ U アルパラレル変換ケーブルで本プ U ンタ右 
側面のパラレルコネクタと Macintosh のシ U アルポートを接続します。接続用のオプシヨ 
ン品として、 「 NetHawkSP-LSIlU (プ U ンタドライバ+シ U アルパラレル変換ケーブル 
セット）び用意されています。 




ik 注意•プリンタケーブルを接続するとをは、必ず次の手順を守ってください。感電の原因になる 
ことがあります。 

① 本プリンタの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントから抜いてください。 

② パソコンの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントから抜いてください。 

メモ I •TNetHawk SP-LSIIIJ については、新漏キヤノテック（株）へお問い合わせください。 
(TEL 02 己- 244-644 己） 


プリンタの設置 


パソコンと接続ずる 2-35 
















































1 シリアルパラレル変換ケーブルのセント □ 36 ピンコネクタ側を本プリ 
ンタち側面のパラレルコネクタへ接続し①、両側の留め金を掛けまず②。 



ム シリアルパラレル変換ケーブルの反対側を Macintosh のプリンタポー 
卜（シリアルポート）へ接続します。 



プリンタの設置 


2-36 パソコンと接続ずる 

























USB ポートに接続ずる場合 

USB (ユニ八ーサル•シ U アル•バス）ポートを装備した Macintosh は、 USB ケーブル 
で本プ U ンタ右側面の USB コネクタと Macintosh の USB ポートを接続します。 




ik 警告•電源スイッチをオンにした状態で US 目ケーブル接続するとさは、アース線が接続されて 
いることを確認してか5行ってください。アース線が接続されていない状態で行ラと、感 
電の原因になります。 

•電源スイッチをオンにした状態で USB ケーブルを抜さ差しするとさは、コネクタの金属 
部分に触れないでください。感電の原因になります。 


重要 


•なのようなとさは、 USB ケーブルを抜さ差ししないでください。パソコンやプ U ンタの 
動作不良の原因になります。 

-プ U ンタドライバのインス!-ール中 
•パソコンの電源を入れた後の 0 S ( MacOS ) 起動中 
• プ U ント中 

•パソコンおよびプ U ンタの電源びオンになっている状態で US 巨ケーブルを抜さ差しする 
場合は、抜いた後に必ず己秒上の間隔を空けてから差し込んでください。抜いた直後 
に差し込むと、パソコンやプ U ンタの動作不良の原因になります。 


パソコンと接続ずる 2-37 


































USB ケーブルの B タイプ烟角い)側を本プリンタち側面の USB コネク 
夕へ接続しまず。 



2 USB ケーブルの A タイプ(平たい)側を Macintosh の USB ポートへ接 
続します。 




2-38 パソコンと接続ずる 



































ットワークとの接続 


本プ U ンタを Ethernet などのネットワークに接続すると、ネットワーク上のパソコンから 
プ U ンタを共有して使用することびできます。 NetWare 、 UNIX 、 Windows、Mac OS な 
どの日 S で使用可能です。 



標準のプリントサーバを使用ずる場合 （ LBP - 2810のみ） 

LBP -28] 日は、 ] 日 BASE - T /1 日日 BASE - TX 対応プ U ントサーバを標準装備しており、 
ネットワークへ直接接続して Windows や Macintosh 、 UNIX などのパソコンからプ U ン 
夕を共有することびできます。本プ U ンタのプ U ントサーバは IPX / SPX 、 TCP / IP 、 
EtherTalk 、 NetBIOS / NetBEUI のプロトコルに対応しています。 

メモ」.本プ U ンタをネットワークに接続した場合、ネットワーク 0 S ( NetWare 、 UNIX など） 
の設定やプ U ントサーバの設定などび必要です。これらの設定については「ネットワーク 
ガイド」を参照してください。 

.本プ U ンタをネットワークに接続した場合、ステータスプ U ントを行ってプ U ントサーバ 
の MAC アドレスなどを確認し、ネットワーク日 S ( NetWare 、 UNIX など）の設定や 
プ U ントサーバの設定を行ってください。 

オプションのプリントサーバを使用ずる場合 

オプションのプ U ントサーバには iU 下の種類びあります。プ U ントサーバにより、対応日 S 
やネットワークの種類び異なります。お使いのネットワークやパソコンに合わせてお選びく 
ださい。 

これらの製品の詳細や購入については、プ U ンタをお買い上げの販売店へお問い合わせくだ 
さい。 


製品名称 

対応プロトコル 

インタフェース 

メーカー 名 

JC-CONNECT C - 
已 40 TNE U 0 V 2 

IPX / SPX 、 TCP / IP 、 
EtherTalk、NetBEUI 

1 OBASE-T 

100 BASE-TX 

曰本]:/ピュ-タエ業（株） 

JC-CONNECT C - 
己 40 T U 0 V 2 

TCP / IP、 NetBEUI 

1 OBASE-T 

1 00巨 ASE-TX 

曰本]:/ピュ-タエ業（株） 


プリンタの設置 


パソコンと接続ずる 2-39 

































製品名称 

対応プ〇トコル 

インタフェース 

メーカー 名 

NetHawkN-lOO LI 0 
V 2 

TCP / IP、 NetBEUI 

IOBASE-T 

I 00 BASE-TX 

新漏がノテック（株） 

NetHawkN-lII LIO 
V 2 

IPX / SPX 、 TCP / IP 、 
EtherTalk、NetBEUI 

IOBASE-T 

I 00巨 ASE-TX 

新漏がノテック（株） 

内蔵型 TiJ ントサ- A '' NB - 
已 F 

IPX / SPX 、 TCP / IP 、 
EtherTalk、NetBEUI 

IOBASE-T 

I 00 BASE-TX 

キヤノン（株） 


メモ 1 •本プ u ンタにプ u ントサーバを装着してネットワークに接続した場合、ネットワーク日 S 
( NetWare 、 UNIX など）の設定やネットワークプ U ンタとしてのインス!-ール作業、プ 
IJ ントサーバの設定などび必要です。これらの設定についてはネットワーク日 S やプ U ン 
トサーバに付属の取扱説明書を参照してください。 

100 BASE - TX で接続ずる場合 

本プ U ンタの LAN コネクタと八ブのポートを]日日目 ASE - TX 対応 LAN ケーブル（カテゴ 
U 日用ツイストペアケーブル）で接続します。 ] 日日巳 ASE - TX のネットワークに対応して 
いないパソコンの場合は、 ] 日日目 ASE - TX 対応のネットワークボードち必要になります。ま 
た、ネットワーク上のパソコンにはネットワーク管理ソフトをインス!ルして、プ U ント 
ヴー ) くの設定をわいます。 


1日日 BASE - TX コネクタ 1日日目 ASE - TX コネクタ 

のないパソコン のあるパソコン 





□ 


100巨 ASE - TX 対応 
ネッ h ワークボード 



100 BASE-TX 
ケーブル 


LAN コネクタ ] 日日 BASE - TX 対応八ブ 


メモ1 .八ブや LAN ケーブル、パソコン用ネットワークボードなど、 LAN に接続している機器は、 
すべて ] 日日目 ASE - TX に対応しているものび必要になります。詳しくはお買い巧めの販 
売店、またはキヤノン販売（株）「お客様相談センター」へお問い合わせください。 
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1 OBASE - T で接続ずる場合 

本プ U ンタの LAN コネクタと八ブのポートを ] 日 BASE - T 対応 LAN ケーブル（カテゴ U 
3〜己用ツイストペアケーブル）で接続します。ネットワークに対応していないパソコン 
の場合は、ネットワークボードも必要になります。また、ネットワーク上のパソコンには 
ネットワーク管理ソフトをインス!-ールして、プ U ントサーバの設定を行います。 

AAUI コネクタ付き T 日 BASE - T コネクタ ] 日目 ASE - T コネクタ 

Macintosh パソコン のないパソコン のあるパソコン 







Ethernet 

アダプタ 


10目 ASE - T 対応 
ネッ h ワークボード 




1 OBASE-T 
ケーブル 


LAN コネクタ 


1日 BASE - T 対応八ブ 


接続のしかた 

I LAN ケーブルを本プリンタち側面の LAN コネクタへ接続します。 



Z LAN ケーブルの反対側を八ブのコネクタへ接続しまず。 


プリンタの設置 
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その他のパソコンとの接続 （ LBP - 2810のみ) 


ご使用のパソコンのプ U ンタポートびパラレルインタフェース （ IEEE ] 284準拠）のとき 
は、そのパソコンのコネクタに合ったプ U ンタケーブルで本プ U ンタと接続します。 




なお、本プ U ンタを PS / 己己、 PS / V シ U - ズなどのパソコンに接続して使用する場合、才 
プションのコント□ール ROM び必要です。また、これらのパソコンからプ U ントする場 
合、インタフェースの自動切り替えや動作モードの自動切り替えびでさないことびありま 
す。このようなときは、使用しているインタフェースおよびコント□ール ROM のエミユ 
レーシヨンモードに固定してご使用ください。コント□ール ROM には、次の種類び用意さ 
れています。 


製品 名 

CR-HIS 

下記のコント□ール ROM およびフオント ROM の内容を収録 
-旧 M 己己77プ U ンタエミュレーシヨン 
• HP 7 己己日目 ( HP - GL ) プ□ッタエミュレーシヨン 
•バー〕ードフオント ROM ( FR - BFV 2 CL ネ目当） 


A 注意 • プリンタケーブルを接続するとさは、必ず次の手順を守ってください。感電の原因になる 
ことがあります。 

① 本プリンタの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントか5抜いてください。 

② パソコンの電源をオフにし、電源プラグを電源コンセントから抜いてください。 


メモ1 • 使用でさるプ U ンタケーブルについては、お買い巧めの販売店、またはキヤノン販売（株) 
「お客様相談センター」にお問い合わせください。 


. コント□-ル ROM については、「コント□-ル ROMCL 巨 P -281 日のみ)」（一 P .1-6) を 
参照してください。 

. コント□ール ROM の取り付けについては、 「 RAM / R 日 M 」 （一 P .3-32) を参照してくだ 
さい。 

•インタフェースおよびエミユレーシヨンモードの固定ち法については、 「 UPS 機能ガイ 
ド」を参照してください。 
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7 プリンタケーブルのセント □ 36 ピンコネクタ側を本プリンタち側面の 
パラレルコネクタへ接続し①、両側の留め金を掛けます②。 



ム プリンタケーブルの反対側をパソコンのプリンタポートへ接続します。 


プリンタの設置 


パソコンと接続ずる 2-43 



























電源コードを接続する 


パソコンとの接続び終わったら、電源コードとアース線を接続します。接続する際には 
「 A 安全にお使いいただくために」(- P . viii ) を必ずお読みください。 


A 警告•電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また重いちのを置 
いたり、引っぱったり、無理に巧げたりしないでください。傷ついた部分か5漏電して、 
乂災や感電の原因になります。 

.電源コードを熱機具に近づけないでください。コードの被覆が溶けて、乂災や感電の原因 
になります。 

• 濡れた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因になります。 

• タコ足配線はしないでください。乂災や感電の原因になります。 

.電源コードを束ねたり、結んだりしないでください。乂災や感電の原因になります。 

•電源プラグは電源コンセントの奥までしっかりと差し込んでくださし、しっかりと差し込 
まないと、乂災や感電の原因になります。 

• アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場をは、乂災や感電 
の原因になります。 

• アース線を接続するとさは、の点にご注意ください。 

[アース線を接続してちよいちの] 

-電源コンセントのアース線端子 

•接地工事 （ D 種）が行われている アース 線端テ 

[アース線を接続してはいけないもの] 

•水道管：配管の途中でプラスチックになっている場含があり、その場ちにはアースの役 
目を果たしません。ただし、水道局がアース巧象物として許可した水道管にはアース線 
を接続でさます。 

•ガス管：ガス爆発や乂災の原因になります。 

-電話線のアースや避雷針： 

落雷のとさに大さな電流が流れ、乂災や感電の原因になります。 

•原則的に延長コードは使用しないでください。また、延長コードの多重配線はしないでく 
ださい。乂災や感電の原因になります。やむを得ず延長コードを使用する場をは、 
1日日 VI 已 A のものを使用してくださし、。使用時は束をほどさ、電源コードと延長コー 
ドの接続が確実になるよラに奥まで電源プラグを差し込んでください。 

A 注意 • 表示された I ソ外の電源電圧では使用しないでください。乂災や感電の原因になることがあ 
ります。 

•電源プラグを抜くとさは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っぱる 
と、電源コードのお線の露出、断線など電源コードが傷つさ、その部分から漏電して、乂 
災や感電の原因になることがあります。 

. いつでも電源プラグが抜けるよラに、電源プラグの周りには物を置かないでください。非 
常時に電源プラグが抜けなくなります。 


重要 


•アース線を接続するとさは、プ U ンタ、パソコン双ちとち接続してください。片方だけ接 
続すると、機器間に電位差び生じ故障の原因になることびあります。 

•パソコン本体の補助コンセントから電源をとらないでください。 


2-44 電源コードを接続ずる 





• 一つの電源コンセントを本プ U ンタ専用にしてください。同一電源コンセント上の他の差 
し込み□は、使用しないでください。 


プリンタの電源スイッチがオフになっていることを確認します。 

電源スイッチの"〇"側を押した状態びオフです。 
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アース線端子のネジをゆるめて取り外し、付属のアース線をネジ止めし 
まず。 



•アース線び、電源コード差し込み□にかからないようにアース線を取り付けてください。 


プリンタの設置 


電源コードを接続ずる 2-45 































3 電源コード差し込み□に、付属の電源コードをしっかりと差し込みます。 



4 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
しまず。 



ik 警告•アース線を接続してください。アース線を接続しないで、万一漏電した場合は、义災や感 
電の原因になります。 


プリンタの設置 
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オプション品の取り付け 


この章では、オプション品の取り付けかたについて説明しています。 
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ぺーパーフイーダ 


ペーパーフィーダの取り付け作業を始める前に、パッケージに iu 下のちのびすべて揃ってい 
るか確認してください。万一、不足しているちのや破損しているものびあった場合は、お買 
い求めの販売店までご連絡ください。 



ik 警告•ペーパーフィーダを取り付けるとさは、必ずプリンタの電源をオフにし、電源プラグを抜 
さ、プリンタ本体に接続されているすべてのインタフェースケーブルや電源コード、アー 
ス線を取り外してくださし、そのまま作業を行うと、電源コードやインタフェースケーブ 
ルが傷つさ、乂災や感電の原因になります。 



メモ 1 •ペーパーフィーダは最大3台まで取り付けることびでさます。ただし、ぺディスタル(ボッ 
クスタイプ）を装着した場合は、2台までです。 


個包材を取り外す 


ペーパーフィーダをプ U ンタに取り付ける前に、ペーパーフィーダに取り付けられている 
テープや捆包材を取り外します。 
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ぺーパーフイータ' 













重要 


•ペーパーフィーダには輸送時の振動や衝撃から装置を保護するために、テープや捆包材び 
取り付けられています。必ず捆包材を取り外してからご使用ください。 

•ペーパーフィーダの運搬や修理の際には、捆包材び必要になりますので、大切に保管して 
<ださい。 


1 ぺーパーフイーダを止めているテープを取り外します。 



i ネジが入ったビニール袋および用紙サイズ表示板と用紙サイズラベルが 
入ったビニール袋を取り外しまず。 



ぺーパーフイータ' 
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3 給紙カセットをペーパーフィーダか 5 引き出します。 

給紙カセットはカチッと音びするまで前面の取っ手を持って引さ出してから、図のように 
側面の取っ手を両手で持って引さ出します。 



重要 


. 給紙カセットは重いので両手でしっかり持ってください。 
.取り出した給紙カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 
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給紙カセツト内部の個包材を取り外します。 

後側の用紙ガイドの□ック解除レバーをつまみなびら、矢印のち向に少しずらします。 



捆包材の左側の突起部分を持って、矢印のち向に引さ出しなびら持ち上げ①、左上ち向に 
取り外します②。 




真 •給紙カセツトには、捆包材び取り付けられています。必ず給紙カセツトを取り出し、捆包 
材を取り外してください。 


オプシ m ン品の取り付け 


ぺーパーフイータ' 
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5 給紙カセットをぺーパーフィータにセットします。 

給紙カセットを両手でしっかり持って、給紙カセットの前面び、ペーパーフィーダの前面 
と揃うまで、しっかりと奥まで押し込みます。 




ik 注意 •給紙カセツトをぺーパーフイーダにセツトするときは、指を挟まないように注意してくだ 
さい。 


重要 


•給紙カセツトびぺーパーフイーダに入りにくいときは、無理に押し込まずに、一度給紙力 
セツトを取り外し、まっすぐにしてからセツトしなおしてください。 


プリンタ本体を移動する 


プ U ンタ設置後に、ペーパーフィーダを取り付けるとさは、次の手順でプ U ンタをいったん 
適切な場所に移動させます。 


ik 警告 • プリンタ本体を移動させる場をは、必ず電源をオフにし、電源プラグを抜さ、インタフエー 
スケーブルを取り外してください。そのまま移動すると、電源コードやインタフ王ース 
ケーブルび傷つさ、义災や感電の原因になります。 


重要 


.ペーパーフィーダびすでに取り付けられている場合には、ペーパーフィーダをプ U ンタか 
ら取り外して移動してください。（ーペーパーフィーダを取り外す： P .3-17) 


3-6 
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f 電源スイッチの" o " 側を押してプリンタの電源をオフにし、電源プラ 
グを電源コンセントか5抜き、アース線を専用のアース線端子か5取り 
夕^します。 


ム すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
す。 

J プリンタ本化を設置場所か5移動しまず。 

プ U ンタ本体下部にある運搬用取っ手に4人上で手を掛け、同時に持ち上げて設置場所 
から移動します。 



オプシ m ン品の取り付け 



ぺーパーフイータ' 
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ik 迂意•本プリンタは、約目已 .2 kg (本体：約已目 k 旨/力ートリツジ X 4 :約 9.2 kg ) あります。 
必ず4人1ソ上で、腰などを痛めないよラに注意して持ち運んでください。 

•絶巧に給紙カセツトなど、運搬用取っ手 m 外の部分を持たないでください。落としてけが 
の原因になることがあります。 

•本プリンタは、本体前面側が重くなっています。持ち上げるとさにバランスをくずさない 
ように注意してください。落としてけがの原因になることがあります。 



ぺーパーフイータを取り付ける 


ペーパーフィーダはプ U ンタ本体の下に取り付けます。 


ik 注意 • プリンタやペーパーフィーダはゆっくりと慎重におろしてくださし、手などを挟むと、け 
がの原因になることがあります。 


重要 


•ぺーパーフィータを装着した場合、給紙するぺーパーフィータ（カセット2、カセット3、 
カセット 4) より上段の給紙カセットは必ずセットした状態で使用してください。給紙力 
セットびセットされていないと、下段の給紙元から給紙することはでさません。（たとえ 
ば、カセット2びセットされていない場合、カセット3、カセット4から給紙すること 
はでさません。） 


1 ペーノ くーフイーダを設置場所に置きます。 


重要 


•本プ U ンタおよびオプション品の質量で歪んだり、沈む可能性のある場所（じゅラたん、 
畳などの上）には設置しないでください。 

• プ U ンタ本体を載せたり、電源コードやインタフェースケーブルなどの接続作業びでさる 
ように、周囲に十分なスペースを確保しておいてください。 
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ぺーパーフィータとぺーパーフィーダを取り付けるときは、ぺーパー 
フィーダの両側面や前面に台わせてゆっくりと載せます。 

ペーパーフィーダを載せるとさは、位置決めピンやコネクタを合わせてください。 
ペーパーフィーダを]台のみ取り付ける場合は、手順7に進んでください。 



t mma .ペーパーフィーダびラまく載らないときは、一度ペーパーフィーダを持ち上げて、水平に 
してから載せなおしてください。ペーノ（ーフィーダを持ち上げずに無理に載せようとする 
と、 ぺ - J くーフィーダのコネクタや位置決めピンび破損することびあります。 


オプシ m ン品の取り付け 


ぺーパーフイータ' 
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3 上に置いたペーパーフィーダの給紙カセツトを引き抜きます。 

給紙カセツトはカチツと音びするまで前面の取っ手を持って引さだしてから、図のように 
側面の取っ手を両手で持って引さ出します。 




重要 


. 給紙カセットは重いので両手でしっかり持ってください。 
.取り出した給紙カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 


3-10 ぺーパーフイータ 















4 付属の 4 本のネジでぺーパーフィータを固定します。 

ネジはしっかりと固定してください。 


ォプション品の取 S け 



ぺーパーフイータ 3-11 





































5 給紙カセットをぺーパーフィータにセットします。 

給紙カセットを両手でしっかり持って、給紙カセット前面び、ペーパーフィーダの前面と 
揃うまで、しっかりと奥まで押し込みます。 




ik 注意 •給紙カセツトをペーパーフィーダにセツトするとさは、指を挟まないように注意してくだ 
さい。 


オプシ m ン愛取り付け 
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. ペーノ くーフイーダを取り付けた状態で持ち運ばないでください。ペーノ くーフイータ’が落下 
し、けがの原因になることがあります。 



•給紙カセットびペーパーフィーダに入りにくいときは、無理に巧し込まずに、一度給紙力 
セツトを取り外し、まっすぐにしてからセツトしなおしてください。 


ぺーパーフイータ’をもう1台取り付ける場合は、手順2〜手順曰を行って 
取り付けまず。 
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プリンタ本体をペーパーフイータの両側面や前面に合わせてゆつくりと 
載せます。 

プ U ンタを載せるとさは、位置ミ夫めピンやコネクタを合わせてください。 



户垂封 .プ U ンタびペーパーフィーダにうまく載らないときは、一度プ U ンタを持ち上げて、水平 
にしてから載せなおしてください。プ U ンタを持ち上げずに無理に載せようとすると、 
ペーノ（ーフィーダのコネクタや位置決めピンび破損することびあります。 


オプシ m ン品の取り付け 


ぺーパーフイータ 3-13 
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プリンタ本化の給紙カセツトを引き抜きます。 


給紙カセツトはカチツと音びするまで前面の取っ手を持って引さだしてから、図のように 
側面の取っ手を両手で持って引さ出します。 



重要 


. 給紙カセットは重いので両手でしっかり持ってください。 
.取り出した給紙カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 


3-14 ぺーパーフイータ 















付属の 4 本のネジでぺーパーフイータを固定します。 

ネジはしっかりと固定してください。 



ぺーパーフイータ 3-15 









































^ o 給紙カセツ トをプリンタ本体にセツトします。 

給紙カセットを両手でしっかり持って、給紙カセット前面び、プ U ンタの前面と揃うまで、 
しっかりと奥まで巧し込みます。 




ik 注意 •給紙カセットをプリンタ本体にセットするとさは、指を挟まないように注意してくださ 
し、。 


オプシ m ン愛取り付け 


3-16 ぺーパーフイータ 





















• ペーノ くーフイーダを取り付けた状態で持ち運ばないでください。ペーノ くーフイータ’が落下 
し、けがの原因になることがあります。 



重要 


•給紙カセットびプ U ンタ本体に入りにくいとさは、無理に押し込まずに、一度給紙カセッ 
卜を取り外し、まっすぐにしてからセツトしなおしてください。 


11 ぺ —パーフイータに同個されているぺーパーフイータま意ラベルをプリ 
ンタ本体の背面に貼り付けます。 



^2すべてのインタフエースケーブルや電源コード、アース線を接続します。 

^3 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
しまず。 


ペーパーフイーダを取り外ず 


ペーパーフィーダの取り外しは、次の手順で行います。 


ぺーパーフイータ 3-17 
















































A 警告•ペーパーフィーダを取り外すとさは、必ずプリンタの電源をオフにし、電源プラグを抜 
さ、プリンタ本体に接続されているすべてのインタフェースケーブルや電源コード、アー 
ス線を取り外してくださし、そのまま作業を行うと、電源コードやインタフェースケーブ 
ルが傷つさ、乂災や感電の原因になります。 


重要 


• プ U ンタの移動や修理の際は、ペーパーフィーダを取り外してください。 


1 電源スイッチの"〇"側を押してプリンタの電源をオフにし、電源プラ 
グを電源コンセントか5巧き、アース線を専用のアース線端子か5取り 
外しまず。 

ム ずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
す。 


〇 プリンタ本化の給紙カセツトを引き抜きます。 

給紙カセツトはカチツと音びするまで前面の取っ手を持って引さだしてから、側面の取っ 
手を両手で持って弓 I さ出します。 


重要 


• 給紙カセットは重いので両手でしっかり持ってください。 
•取り出した給紙カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 


4 


4本のネジを取り外します。 


重要 


取り付けるとさと逆に回してネジを取り外します。 

.取り外したネジは再度ぺーパーフイーダを取り付けるときに必要になります。なくさない 
ように保管しておいてください。 


5 給紙カセットをプリンタ本体にセットします。 

給紙カセットを両手でしっかり持って、給紙カセット前面び、プ U ンタの前面と揃うまで、 
しっかりと奥まで巧し込みます。 


ik 迂意•給紙カセットをプリンタ本体にセットするときは、指を挟まないように注意してくださ 
し、。 


重要 


•給紙カセツトびプ U ンタ本体に入りにくいとさは、無理に巧し込まずに、一度給紙カセツ 
卜を取り外し、まっすぐにしてからセツトしなおしてください。 
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プリンタを持ち上げて、ペーパーフィーダか5取り外します。 


3-18 ぺーパーフイータ' 







7 ペーパーフィータを 2 台 lU 上取り付けている場合、上の段から順にペー 
パーフィータを取り外します。 

8 ペーパーフィーダを移動します。 

9 プリンタ本体を設置場所へ戻します。 

10 すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を接続します。 

11 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
しまず。 


オプシ m ン品の取り付け 


ぺーパーフイータ 3-19 



ぺデイスタル 


ぺデイスタルは、プリンタ本体の底面に取り付けます。ぺデイスタルには、ボックスタイプ 
とキャスタタイプびあります。設置の手順は同じです。取り付け作業を始める前に、パッ 
ケージに iu 下のものびすべて揃っているか確認してください。万一、不足しているちのや破 
損しているちのびあった場合は、お買い求めの販売店までご連絡ください。 



リンタ本体に接続されているすべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を 
取り外してください。そのまま作業を行うと、電源コードやインタフェースケーブルが傷 
つさ、义災や感電の原因になります。 

メモ I •ぺディスタル（キャスタタイプ）を装着した場合、ペーパーフィーダは3台まで取り付け 
ることびでさますび、ぺディスタル（ボックスタイプ）を装着した場合は2台までです。 


オプシ m ン品の取り付け 


3-20 ぺデイスタル 







プリンタ本体（ぺーパーフイータ）を移動ずる 


プリンタ設置後に、ぺディスタルを取り付けるときは、次の手順でプ U ンタをいったん適切 
な場所に移動させます。ペーパーフィーダびプ U ンタに装着されている場合は、ペーパー 
フィーダを取り外します。 

ik 警告•プリンタ本体を移動させる場合は、必ず電源をオフにし、電源プラグを抜き、インタフェー 
スケーブルを取り外してください。 そのまま移動すると、電源コードやインタフェース 
ケーブルび傷つさ、乂災や感電の原因になります。 


1 電源スイッチの"〇"側を押してプリンタの電源をオフにし、電源プラ 
グを電源コンセントか5巧き、アース線を専用のアース線端子か5取り 
します。 



2 すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
す。 


オプシ m ン品の取り付け 


ぺデイスタル 3-21 














3 ペーパーフィーダが装着されている場合、ペーパーフィータを取り外し 

On 〇 

ペーパーフィーダの取り外しかたは、「ペーパーフィーダを取り外す」（一 P .3-17) を参照 
してください。 



ペーノ（ーフイーダび2台上装着されている場合は、すべて取り外します。 



オプシ m ン愛取り付け 


3-22 ぺデイスタル 


















4 プリンタとペーパーフィーダを設置場所か 5 移動します。 

プ U ンタ本体下部にある運搬用取っ手に4人！;(上で手を掛け、同時に持ち上げて設置場所 
から移動します。 



ik 注意 •本プリンタは、約目瓦 2 kg (本体：約已 6 k 旨/力ートリッジ X 4 :約 9.2 k 旨）あります。 
必ず4人山上で、腰などを痛めないよラに注意して持ち運んでください。 

•絶巧に給紙カセットなど、運搬用取っ手 m 外の部分を持たないでください。落としてけが 
の原因になることがあります。 

•本プリンタは、本体前面側が重くなっています。持ち上げるとさにバランスをくずさない 
よラに注意してください。落としてけがの原因になることがあります。 



オプシ m ン品の取り付け 


ぺデイスタル 3-23 

















. ペーノ くーフイーダを取り付けた状態で持ち運ばないでください。ペーノ くーフイータ’が落下 
し、けがの原因になることびあります。 




ぺデイスタルを取り付ける 


ぺディスタルはプ U ンタまたはペーパーフィーダの下に取り付けます。 

A 注意 • プリンタやペーパーフィーダはゆっくりと慎重におろしてくださし、手などを挟むと、け 
がの原因になることがあります。 


1 ぺデイスタルをパッケージか5取り出します。 


3-24 ぺデイスタル 















アジヤスタを矢印の方向に回して上に突き当たるまで縮めます。 
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ぺデイスタルを設置場所に運びます。 


重要 


•本プ U ンタおよびオプション品の質量で歪んだり、沈む可能性のある場所（じゅうたん、 
畳などの上）には設置しないでください。 

.プ U ンタ本体を載せたり、電源コードやインタフェースケーブルなどの接続作業びでさる 
ように、周囲に十分なスペースを確保しておいてください。 
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輯倒防止刷を取り付けまず。 



ぺデイスタル 3-25 








5 アジヤスタを矢印の方向に回して固定しまず。 

アジヤスタび均等に床に着くまで下ろし、しっかりと固定します。 



6 ペーパーフィーダまたはプリンタ本体をぺディスタルの両側面や前面に 
合わせてゆっくり載せます。 

プ U ンタまたはペーパーフィーダを載せるとさは、位置決めピンを合わせてください。 



重要 


• プ U ンタまたはペーパーフィーダびぺディスタルにうまく載らないときは、一度プ U ンタ 
またはペーパーフィーダを持ち上げて、水平にしてから載せなおしてください。プ U ンタ 
またはペーノ くーフィーダを持ち上げずに無理に載せよラとすると、ぺディスタルの位置決 
めピンび破損することびあります。 


3-26 ぺデイスタル 











7 


ペーパーフィーダまたはプリンタの,給紙カセツトを引き抜きます。 

給紙カセツトはカチツと音びするまで前面の取っ手を持って引さだしてから、図のように 
側面の取つ手を両手で持つて引さ出します。 




t m^m .給紙カセットは重いので両手でしっかり持ってください。 

.取り出した給紙カセットは、水平で安定した場所に置いてください。 


オプシ m ン品の取り付け 


ぺデイスタル 3-27 
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付属の 4 本のネジでぺデイスタルを固定します。 

ネジはしっかりと固定してください。 




3-28 ぺデイスタル 
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給紙カセツトをセツトします。 


給紙カセットを両手でしっかり持って、給紙カセット前面び、ペーパーフィーダまたはプ 
U ンタの前面と揃うまで、しっかりと奥まで押し込みます。 




ik 注意 •給紙カセットをセットするときは、指を挟まないように注意してくださし、。 
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給紙カセットび入りにくいとさは、無理に押し込まずに、一度給紙カセットを取り外し、 
まっすぐにしてからセツトしなおして<ださい。 


手順6〜手順9を繰り返してペーパーフィーダまたはプリンタをすべて 
取り付けまず。 


11 


すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を接続しまず。 


オプシ m ン品の取り付け 


ぺデイスタル 3-29 














^2 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
しまず。 


ぺデイスタルを取り外す 


ぺディスタルの取り外しは、次の手順で行います。 

ik 警告•ぺディスタル取り外すとさは、必ずプリンタの電源をオフにし、電源プラグを抜さ、プリ 
ンタ本体に接続されているすべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取 
りがしてください。そのまま作業を行うと、電源コードやインタフェースケーブルが傷つ 
さ、义災や感電の原因になります。 


1 電源スイッチの"〇"側を押してプリンタの電源をオフにし、電源プラ 
グを電源コンセントか5抜き、アース線を専用のアース線端子か5取り 
外します。 

た ずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
す。 


〇 プリンタ本体の給紙カセットを引き抜きまず。 

給紙カセットはカチッと音びするまで前面の取っ手を持って引きだしてから、側面の取っ 
手を両手で持って弓 I き出します。 


i 重要 


• 給紙カセットは重いので両手でしっかり持ってください。 
•取り出した給紙カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 


4 4本のネジを取り外します。 

取り付けるときと逆に回してネジを取り外します。 


重要 


•取り外したネジは再度ぺデイスタルを取り付けるとさに必要になります。なくさないよう 
に保管しておいてください。 


U 給紙カセットをプリンタ本体にセットします。 

給紙カセットを両手でしっかり持って、給紙カセット前面び、プ U ンタの前面と揃うまで、 
しっかりと奥まで巧し込みます。 

A 注意 •給紙カセットをセットするときは、指を挟まないように注意してください。 


3-30 ぺデイスタル 





重要 


•給紙カセットび入りにくいときは、無理に押し込まずに、一度給紙カセットを取り外し、 
まっすぐにしてからセツトしなおしてください。 


6 プリンタを持ち上げて、ぺディスタルまたはペーパーフィーダか5取り 
します。 

/ ペーパーフィータを取り付けている場合、上の段から順にペーパー 
フィーダを取り外します。 

6 アジヤスタを縮めてか5、ぺディスタルを移動します。 

9 プリンタ本体を設置場所へ戻します。 

10 すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を接続します。 

11 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
しまず。 


オプシ m ン品の取り付け 


ぺデイスタル 3-31 




RAM/ROM 


拡張 RAM 、 コント□ール R 日 M は、プ U ンタ本体内部のメインボードに取り付けて使用し 
ます。取り付けたあと、必要に応じて RAM や R 日 M を設定します。じ(下のことに気をつけ 
て RAM や ROM の取り付けを行ってください。 


ik 注意 • RAM や ROM を取り付けるときは、必ずプリンタの電源をオフにし、プリンタ本体に接続 
されているすべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外してか5作 
業を行ってください。感電の原因になることがあります。 

.メインボードや RAM 、 ROM の取り扱いには注意してください。メインポード、 RAM 、 
ROM の角や部品の鋭利な部分に触れると、けがの原因になることがあります。 


重要 


• P - R 日 M ス□ット（白）に取り付けられている ROM は絶対に取り外さないでください。プ 
U ンタび使用でさなくなります。 

• RAM と ROM は、形状や取り付ける位置、取り付けち法び異なります。取り付け位置や取 
り付けち法を間違えないように気を付けてください。間違えると正しく動作しません。 

• RAM や ROM 、 メインボードには、静電気に敏感な部品などび使用されています。静電気 
による破損を防止するために、取り扱いに当たっては次のことをお守りください。 

-一度室内の金属部分に手を触れ、体の静電気を逃びしてから作業をしてください。 

.作業中にディスプレイなど、静電気を発生しやすいものに触れないでください。 

-メインボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 
•静電気の影響を避けるために、 RAM や ROM は取り付ける直前まで保護袋から取り出 
さないで < ださい。 

• 取り出したメインボードは、水平で作業しやすい場所に置いてください。 


3-32 RAM/ROM 





RAM、ROM の取り付け位置について 


RAM と R 日 M は、取り付ける位置び異なります。取り付ける前に図を参照して、取り付け 
位置を確認してから作業を行ってください。 



RAM を取り付ける 


RAM は、次の手順でプ U ンタ本体のメインボードに取り付けます。メインメモ U 、 グラ 
フィックメモ U とも同様の手順で取り付けます。 


オプシ m ン品の取り付け 


RAM/ROM 


3-33 




1 電源スイッチの" o " 側を押してプリンタの電源をオフにし、電源プラ 
グを電源コンセントか5抜き、アース線を専用のアース線端子か5取り 
外しまず。 


ム すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
す。 

作業用スペースび十分とれない場合は、作業しやすい場所にプ U ンタを移動します。 


オプシ m ン愛取り付け 



3-34 RAM/ROM 
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メインボードの 7 本のネジをゆるめます。 

ネジは軽く動くところまでゆるめれば十分です。取り外す必要はありません。 



4 


メインボードを引き出し、両手で持って取り外しまず。 

取り出したメインボードは、水平で作業しやすい場所に置さます。 



A 警告•機器内部には、高圧になる部分があります。メインボードを取り外したり取り付けたりす 
るとさは、ネックレス、ブレスレットなどの金属物が機器内部に触れないよラに注意して 
ください。感電の原因になります。 

A 注意 •メインボードは必ず両手で全体を支えなが5取り外してください。ネジ部だけを持って引 
さ抜くと、メインボードを落としてけがの原因になることがあります。 

tmma •メインボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

.作業中にネジなどの金属びメインボードに触れないように気を付けてください。 


オプシ m ン品の取り付け 


RAM/ROM 


3-35 





























.メインボードの取り出し後、本体のメインボードス□ット内にネジやク U ップ、ホッチキ 
スの針などを落とさないでください。これらびメインボードス□ット内の穴に落ちたとさ 
は、電源プラグを電源コンセントに接続しないで、お買い巧めの販売店にご連絡ください。 



6 白い RAM ス□ットへ斜め上か5図のように切り欠きに合わせて差し込 
み①、 RAM の端子が見えなくなるく!5いまで押し込んだあと、 RAM の 
後側をカチッと音がずるまで押します②。 



RAM が正しく取り付けられると、左ちのレバーで□ックされます。 


A 注意 •メインボードの部品や RAM の角でけがをしないように、注意してください。 


重要 


• メインメモ U を増設するときは 「 M - RAMDIMM 」 と書かれているス□ツトへ、グラフィツ 
クメモ U を増設するときは 「 G - RAMDIMM 」 と書かれているス□ットへ差し込んでくだ 
さい。 


3-36 RAM/ROM 
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メインボードを両手で持ち、プリンタ本体に取り付けます。 


プ U ンタ本体のメインボードス□ットの上下にあるレールに合わせて、メインボードを 
まっすぐに押し込みます。 



f 養封 .メインボードのパネ J レ面びプ U ンタ本体にぴったりと合うまでしっかりと押し込んでく 
ださい。 

/ メインボードの7本のネジを締めて固定しまず。 

メインボードとプ U ンタ本体の間にすきまびできないように、しっかり固定してください。 
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すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を接続しまず。 


9 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
しまず。 


オプシ m ン品の取り付け 


RAM/ROM 


3-37 



































ROM を取り付ける （LBP- 2810のみ) 


R 日 M は、次の手順でプ U ンタ本体のメインボードに取り付けます。 


1 電源スイッチの"〇"側を押してプリンタの電源をオフにし、電源プラ 
グを電源コンセントか5抜き、アース線を専用のアース線端子か5取り 
外しまず。 



仁 すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
す。 

作業用スペースび十分とれない場合は、作業しやすい場所にプ U ンタを移動します。 


オプシ m ン愛取り付け 


3-38 RAM/R0M 
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メインボードの 7 本のネジをゆるめます。 

ネジは軽く動くところまでゆるめれば十分です。取り外す必要はありません。 



4 


メインボードを引き出し、両手で持って取り外しまず。 

取り出したメインボードは、水平で作業しやすい場所に置さます。 



A 警告•機器内部には、高圧になる部分があります。メインボードを取り外したり取り付けたりす 
るとさは、ネックレス、ブレスレットなどの金属物が機器内部に触れないよラに注意して 
ください。感電の原因になります。 

A 注意 •メインボードは必ず両手で全体を支えなが5取り外してください。ネジ部だけを持って引 
さ抜くと、メインボードを落としてけがの原因になることがあります。 

tmma •メインボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

.作業中にネジなどの金属びメインボードに触れないように気を付けてください。 


オプシ m ン品の取り付け 


RAM/ROM 


3-39 





























.メインボードの取り出し後、本体のメインボードス□ット内にネジやク U ップ、ホッチキ 
スの針などを落とさないでください。これらびメインボードス□ット内の穴に落ちたとさ 
は、電源プラグを電源コンセントに接続しないで、お買い巧めの販売店にご連絡ください。 



6 ROM の切り欠きをレバーの反対側にしてス□ットガイドに台わせて差 
し込み、奥までしっかりと押し込みます。 



ROM が正しく取り付け5れると、レバーの突起が ROM の溝に掛かります。 
ik 注意 • メインボードの部品や ROM の角でけがをしないよラに、注意してください。 


オプシ m ン愛取り付け 


3-40 RAM/ROM 

































メインボードを両手で持ち、プリンタ本体に取り付けます。 


プ U ンタ本体のメインボードス□ットの上下にあるレールに合わせて、メインボードを 
まっすぐに押し込みます。 



重要 


.メインボードのパみレ面びプ U ンタ本体にぴったりと合うまでしっかりと押し込んでく 
ださい。 


ら メインボードの7本のネジを締めて固定しまず。 

メインボードとプ U ンタ本体の間にすきまびできないように、しっかり固定してください。 



9 すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を接続しまず。 

10 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
しまず。 


RAM/ROM 


3-41 



































RAM、ROM の設定について 


RAM や R 日 M を取り付けたあとは、必要に応じて次の設定を行ってください。 

拡張 RAM 一 必要に応じてメニューの印宇調整グループの設定を行ってください。 

コント□-ル ROM ー メニュー機能で設定します。 

メモ I .操作パネルのメニュー機能のエミュレーションモードの設定については 「 LIPS 機能ガイ 
ド」またはオプションのコント□ール ROM に付属の取扱説明書を参照してください。 


RAM または ROM を取り外す 


RAM または R 日 M は、プ U ンタ本体からメインボードを取り外してから、次の手順で取り 


外します。 


ik 警告•機器内部には、高圧になる部分があります。メインボードを取り外したり取り付けたりす 
るとさは、ネックレス、ブレスレットなどの金属物が機器内部に触れないように注意して 
ください。感電の原因になります。 


ik 迂意 • RAM や ROM を取り外すときは、必ずプリンタの電源をオフにし、プリンタ本体に接続さ 
れているすべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外してか5作業 
を行ってください。感電の原因になることがあります。 

• メインポードや RAM 、 ROM の取り扱いには注意してください。メインボード、 RAM 、 
ROM の角や部品の鋭利な部分に触れると、けがの原因になることがあります。 


重要 


.メインボードの取り出し後、本体のメインボードス□ット内にネジやク U ップ、ホッチキ 
スの針などを落とさないでください。これらびメインボードス□ット内の穴に落ちたとさ 
は、電源プラグを電源コンセントに接続しないで、お買い巧めの販売店にご連絡ください。 



メモ1 •メインボードの取り外しや取り付け手順ま 「 RAM を取り付ける」（一 P .3-33) または 
「 ROM を取り付ける （ LBP -281 日のみ)」（一 P .3-38) を参照してください。 


3-42 RAM/ROM 





















■ RAM の取り外しかた 

RAM ス□ット左ちのレバーを同時に矢印の方向へ引くと①、 RAM び外れます②。 



■ ROM の取り外しかた （LBP- 2810のみ） 

ROM ス□ットのレバーを押し下げるとの□ックび外れますので、 ROM を引き抜きま 
す②。 



オプシ m ン品の取り付け 


RAM / R 0 M 


3-43 












八ードディスク （ LBP -2 目10のみ) 


八ードディスクは、メインボードの拡張ボードス□ットに取り付けます。取り付け作業を始 
める前に、パッケージに iU 下のちのびすべて揃っているか確認してくださし、万一、不足し 
ているちのや破損しているちのびあった場合は、お買い求めの販売店までご連絡ください。 



コネクタケーブル八ードディスク HD -1 日ネジに本）電源オフ手順 ガイドシート 

ラベル 


ik 注意•八ードディスクを取り付けるとさは、必ずプリンタの電源をオフにし、プリンタ本体に接 
続されているすべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取りがしてから 
作業を行ってください。感電の原因になることがあります。 

. メインボードや八ードディスクの取り扱いにはま意してくださし、メインボード、八ード 
ディスクの角や部品の鋭利な部分に触れると、けがの原因になることがあります。 


重要 


•本プ U ンタに装着可能な八ードディスクは、ラベルに 「 HD -1 日」と記載されているもの 
のみです。 「 HD - l 日」と記載されていない八ードディスクを誤って使用した場合は、正し 
く動作しません。 



. メインボードや八ードディスクには、静電気に敏感な部品などび使用されています。静電 
気による破損を防止するために、取り扱いに当たっては次のことをお守りください。 

-一度室内の金属部分に手を触れ、体の静電気を逃びしてから作業して<ださい。 

•作業中に、ディスプレイなどの静電気を発生しやすいをのに、触れないでください。 

-メインボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 
•取り出したメインボードは、水平で作業しやすい場所に置いてください。 

•静電気の影響を避けるために、八ードディスクは取り付ける直前まで保護袋から取り出 
さないでください。また、強い磁気を発生するものの側に近づけないでください。 

•八ードディスクを落としたり、衝撃を与えないでください。 


3-44 ハードディスク （ LBP - 2810のみ） 














•八ードディスクは精密機器なので、ドライブの上面を巧したり、重ねたり、他の物にぶ 
つけたりしないで<ださい。 

-八ードディスクのドライブ上面に貼ってあるラベルなどを絶巧にはびさないでくださ 
し、また、別のラベルなどを貼ったりしないでください。 

- A - ドディスクを気温の低い場所から急に暖かい場所へ移動しないでください。 

•八ードディスクに貼ってあるを意ラベルの記載事項を必ず守ってください。 



メモ 1 .八ードディスクを使用するときは、 64 M 巨上の拡張 RAM (メインメモ U ) の増設び必 
要です。八ードディスクと併せて取り付けてください。拡張 RAM の取り付けについて 
は、 「 RAM を取り付ける」（一 P .3-33) を参照してください。 


八ードディスクを取り付ける 


八ードディスクは、次の手順でプ U ンタ本体のメインボードの拡張ボードス□ットに取り付 
けます。八ードディスクの取り付け作業には、プラスドライバび必要です。あらかじめネジ 
に合ったサイズのちのをご用意ください。 


1 電源スイッチの"〇"側を押してプリンタの電源をオフにし、電源プラ 
グを電源コンセントか5抜き、アース線を専用のアース線端子か5取り 
夕^しまず。 



オプシ m ン品の取り付け 


八ードディスク （ LBP - 2810のみ） 3-45 























2 ずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
す。 

作業用スペースび十分とれない場合は、作業しやすい場所にプ U ンタを移動します。 


メインボードの7本のネジをゆるめます。 

ネジは軽く動くところまでゆるめれば十分です。取り外す必要はありません。 



メモ I .ネジを手でゆるめることびでさないとさは、プラスドライバを使用します。 


4 メインポードを引き出し、両手で持って取り外します。 

取り出したメインボードは、水平で作業しやすい場所に置さます。 



ik 警告•機器内部には、高圧になる部分びあります。メインボードを取りがしたり取り付けたりす 
るとさは、ネックレス、ブレスレットなどの金属物が機器内部に触れないように注意して 
ください。感電の原因になります。 


3-46 ハードディスク （LBP- 2810のみ） 





























A ま意 • メインボードは必ず両手で全体を支えなが 5 取り外してください。ネジ部だけを持って引 
さ抜くと、メインボードを落としてけがの原因になることがあります。 

tmmm •メインボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

.作業中にネジなどの金属びメインボードに触れないように気を付けてください。 

• メインボードの取り出し後、本体のメインボードス□ット内にネジやク U ップ、ホッチキ 
スの針などを落とさないでください。これらびメインボードス□ット内の穴に落ちたとさ 
は、電源プラグを電源コンセントに接続しないで、お買い巧めの販売店にご連絡ください。 
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ネジを外して、拡張ボードス□ットの保護板を取り外します。 



CMM •取り外した保護板とネジは、八ードディスクを外したときに必要になります。なくさない 
ように保管しておいてください。 


オプシ m ン品の取り付け 


八ードディスク （LBP- 2810のみ） 3-47 























6 八ードディスクに付属のコネクタケーブルの、ベージュ色のコネクタを 
メインボードのベージュ色のソケットへ差し込みまず。 



A 注意 


重要 


. メインボードの部品や八ードディスクの角でけがをしないよラ、注意してください。 

• ソケットは、位置び合っていなかったり、斜めになっている状態で無理に押し込まないで 
ください。ピンび破損し、八ードディスクび正しく動作しなくなることびあります。 


/ 八ードディスクを拡張ボードス□ットに差し込みまず。 

八ードディスクは、金属製のカバー部分を持ち、拡張ボードス□ット内部のス□ットガイ 
ドに合わせて差し込みます。 



い。 

• メインボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 


3-48 ハードディスク （LBP- 2810のみ） 
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ノ V —ドディスクの左ちを、付属の2本のネジで固定します。 



9 


コネクタケーブルの青色のコネクタを八ードディスクの青色のソケッ 
へ差し込みます。 



ffc 哥 •ソケットは、位置び合っていなかったり、斜めになっている状態で無理に押し込まないで 
ください。ピンび破損し、八ードディスクび正しく動作しなくなることびあります。 


オプシ m ン品の取り付け 


八ードディスク （LBP- 2810のみ） 3-49 




















10 メインボードを両手で持ち、プリンタ本体に取り付けます。 

プ U ンタ本体のメインボードス□ットの上下にあるレールに合わせて、メインボードを 
まっすぐに巧し込みます。 



重要 


.メインボードのパみレ面びプ U ンタ本体にぴつたりと合うまでしっかりと押し込んでく 
ださい。 


11 メインボードの7本のネジを締めて固定しまず。 

メインボードとプ U ンタ本体の間にすきまびできないように、しっかり固定してください。 



重要 


.八ードディスクとプ U ンタ本体の間にあるネジは、手では締められませんのでプラスドラ 
イバで締めて < ださい。 


3-50 八ードディスク （LBP- 2810のみ） 







































.プ u ンタを持ち運ぶ際は、絶対に八ードディスクのカバーに手を掛けないでください。 
八ードディスク破損の原因になります。 


d 


八ードディスクに同個されてぃる「電源オフ手順ラベル」をプリンタ本 
体の見やすい場所に貼り付けまず。 
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•八ードディスク装着後、電源をオフにするときは八ードディスク保護のため、ラベルの指 
示にしたびって「シャットダウン」を実行してから、電源スイッチの"〇"側を押してく 
ださい。 


電源コード、アース線を接続します。 


y , ァース線を専用のァース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
します。 


※ラベル貼り付け位置の例 



重要 


オプシ m ン品の取り付け 



八ードディスク （ LBP - 2810のみ） 3-51 
























Formats 


フオ -7 ットシュウリョウ 


HD Formats 

111111111111 HID 


HD Formats 


> 電源スイッチの" I " 側を押して、プリンタの電源をオンにします。 

八ードディスクのフォーマットが行われます。 

ハードディスクのフォーマット中は、次のよラな画面が表示され、フォーマットの進行状 
況を「□」で表します。フォーマットが終了するまで、しば5くお待ちください。 


八ードディスクのフオーマツトが終了したら、すべてのインタフェースケーブルを接続し 
ます。（ーパソコンと接続する： P.2-32) 


•八ードディスクを取り付けたあと、初めてプ U ンタの電源スイッチをオンにすると、自動 
的に八 ー ドディスクの フォー マットび行われます。このとさに フォー マットび行われない 
場合、ユー ティ IJ ティ メニューの 「HD ユー ティ IJ ティ」で 「フォー マット1」を実行 
してください。詳細は、 「UPS 機能ガイド」を参照してください。 


八ードディスクを取り外す 


八ードディスクの取り外しは、次の手順で行います。八ードディスクの取り付け時に取り外 
したお張ボードス□ットの保護板とネジをご用意ください。 

A 注意•必ずプリンタの電源をオフにし、プリンタ本体に接続されているすべてのインタフエース 
ケーブルや電源コード、アース線を取り外してか5作業を行ってください。感電の原因に 
なることがあります。 


1 電源スイッチの"〇"側を押してプリンタの電源をオフにし、電源プラ 
グを電源コンセントか5巧き、アース線を専用のアース線端子か5取り 
外しまず。 

i ずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
す。 


重要 


W 別 


3-52 八ードディスク （ LBP - 2810のみ） 

















3 

メモ I 

4 

ム警告 
A 注意 


重要 


5 

A ま意 

6 


重要 


7 


メインボードの7本のネジをゆるめます。 


ネジは軽く動くところまでゆるめれば十分です。取り外す必要はありません。 


•ネジを手でゆるめることびでさないとさは、プラスドライバを使用します。 


メインボードを引き出し、両手で持って取り外しまず。 

取り出したメインボードは、水平で作業しやすい場所に置さます。 


•機器内部には、高圧になる部分があります。メインボードを取り外したり取り付けたりす 
るとさは、ネックレス、ブレスレットなどの金属物が機器内部に触れないよラに注意して 
ください。感電の原因になります。 

.メインボードは必ず両手で全体を支えなが5取り外してください。ネジ部だけを持って引 
さ抜くと、メインボードを落としてけがの原因になることがあります。 

• メインボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

•作業中にネジなどの金属びメインボードに触れないように気を付けてください。 

• メインボードの取り出し後、本体のメインボードス□ット内にネジやク U ップ、ホッチキ 
スの針などを落とさないでください。これらびメインボードス□ット内の穴に落ちたとさ 
は、電源プラグを電源コンセントに接続しないで、お買い巧めの販売店にご連絡ください。 



コネクタケーブルを八ードディスクとメインボードか5取り外します。 

• メインボードの部品や八ードディスクの角でけがをしないよラに、注意してください。 

ノ V — ドディスクの左ちの2本の固定ネジを取り外します。 

.取り外したネジは再度八ードディスクを取り付けるとさに必要になります。なくさないよ 
うに保管しておいてください。 

ノ V — ドディスクを引き抜きます。 

取り外した八ードディスクは、購入時に入っていた保護袋に入れて保管してください。 


八ードディスク （ LBP - 2810のみ） 3-53 
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拡張ボードス□ットの保護板を取り付け、ネジで固定します。 


9 メインボードを両手で持ち、プリンタ本体に取り付けます。 

プ U ンタ本体のメインボードス□ットの上下にあるレールに合わせて、メインボードを 
まっすぐに巧し込みます。 


重要 


• メインボードのパみレ面びプ U ンタ本体にぴつたりと合うまでしっかりと押し込んでく 
ださい。 


10 メインボードの7本のネジを締めて固定します。 

メインボードとプ U ンタ本体の間にすきまびできないように、しっかり固定してください。 


1 1 すべてのインタフ 


王ースケーブルや電源コード、アース線を接続します。 


12 


アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 


します。 


3-54 八ードディスク （ LBP - 2810のみ） 




プリントサーパ 


プ U ントサーバは、プ U ンタち側面の拡張ボードス□ットへ取り付けます。プ U ントサーバ 
の詳細については、プ U ントサーバの取扱説明書を参照してください。 

ここでは、プ U ントサーバ NB - 己 F を例にしています。 


ik 注意 •プリントサーバを取り付けるとさは、必ずプリンタの電源をオフにし、プリンタ本体に接 
続されているすべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外してか 5 
作業を行ってください。感電の原因になることがあります。 

•プリントサーバの取り扱いにはま意してください。プリントサーバの角や部品の鋭利な部 
分に触れると、けがの原因になることがあります。 


重要 


•プ U ントサーバには、静電気に敏感な部品などび使用されています。静電気による破損を 
防止するために、取り扱いに当たっては次のことをお守りください。 

-一度室内の金属部分に手を触れ、体の静電気を逃びしてから作業してください。 

•作業中に、ディスプレイなどの静電気を発生しやすいものに、触れないでください。 

-プ U ントサーバの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

-静電気の影響を避けるために、プ U ントサーバは取り付ける直前まで保護袋から取り出 
さないでください。また、保護袋はプ U ントサーバを取り外すとさに必要になります。 
捨てないで保管しておいてください。 

•プ U ントサーパ ' NB - 已 F を取り付けたプ U ンタび AppleTalk ネットワーク上に2台！;(上接 
続されている場合、それぞれのプ U ンタの電源は ] 日秒上間隔をおいてオンにしてくだ 
さい。 


ケーブルやコネクタの準備 


本プ U ントサーバをプ U ンタに取り付け、ネットワークに接続して使用する場合、ネット 
ワークの種類に応じて次のようなケーブルやコネクタび必要です。あらかじめこれらのケー 
ブルやコネクタを準備してから作業を行ってください。 

■ ツイストペア LAN ケーブル 

接続するネットワークに合わせて、1日目 ASE - T または]日日巳 ASE - TX 対応のネットワー 
クケーブル（両端に RJ -4 己コネクタび付いたより対線）をご用意ください。 

■ ノ、ブ 

プ U ンタを接続する八ブの空さポートを確認してください。空さポートびない場合、八 
ブの増設び必要になります。 


プリント サーバを 取り付ける 


プ U ントサーバは、次の手順でプ U ンタ本体の拡張ボードス□ットに取り付けます。プ U ン 
トサーバの取り付け作業には、プラスドライバび必要です。あらかじめネジに合ったサイズ 
のものをご用意ください。 
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1 電源スイッチの" o " 側を押してプリンタの電源をオフにし、電源プラ 
グを電源コンセントか5抜き、アース線を専用のアース線端子か5取り 
外しまず。 


2 すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
す。 

作業用スペースび十分とれない場合は、作業しやすい場所にプ U ンタを移動します。 


3 


拡張ボードス□ットのネジを外して、保護板を取り外しまず。 


f 垂旣 .取り外した保護板とネジは、プ U ントサーパ'を外したときに必要になります。なくさない 
ように保管しておいてください。 


重要 



オプシ m ン愛取り付け 
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プリントサーバを拡張ボードス□ットに差し込みます。 

プ U ントサーバは、金属製のパネル部分を持ち、ボードを拡張ボードス□ット内部のガイ 
ドレールに合わせて差し込みます。 


tm±im .プ U ントサーバの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

.プ U ントサーバのプ U ンタ接続コネクタを、拡張ボードス□ット内部のコネクタに、しつ 
かりと確実に押し込んでください。 
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プリントサーバの上下を、付属の2本のネジで固定します。 


重要 


オプシ m ン品の取り付け 
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6 


LAN ケーブルを接続します。 


お使いのネットワークに合わせて、プ U ントサーバの LAN コネクタに対応した LAN ケー 
ブルを接続してください。 


@ メモ].ネットワークとの接続につしては、プ U ントサーバに付属の取扱説明書を参照してくださ 
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い。 


ずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を接続しまず。 


〇 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
しまず。 
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電源スイッチの "1" 側を押して、プリンタの電源をオンにします。 
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しばらくするとディスプレイに「0日インサツカノウ」または「日日 UPS 」 と表示さ 
れ、プリント可能な状態になります。 


tmma .正しく動作しなかったり、エラーメッセージび表示されたとさは、「困ったとさには」 （- 
ユーヴーズガイド）を参照してください。 
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プリントサーバの LNK ランプ（緑）が点'灯していることを確認します。 

1 0 BASE - T の場合は、 LNK ランプび点灯していれば正常です。 

1 00 BASE - TX の場合は、 LNK ランプと T 日日ランプび点灯していれば正常です。 


正常に動作していない場合はプリンタの電源をオフにし、 LAN ケーブルの接続や八ブの動 
作、プリントサーバの取り付け状態を確認してください。（^プリントヴーバに付属の取扱 
説明書） 

1 I 確認が終わった5、電源スイッチの"〇"側を押してプリンタの電源を 
オフにします。 


プ U ントサーバの取り外しは、次の手順で行います。プ U ントサーバの取り付け時に取り外 
したお張ボードス□ットの保護板とネジをご用意ください。 

A 注意•必ずプリンタの電源をオフにし、プリンタ本体に接続されているすべてのインタフェース 
ケーブルや電源コード、アース線を取り外してか5作業を行ってくださし、感電の原因に 
なることがあります。 



1 電源スイッチの"〇"側を押してプリンタの電源をオフにし、電源プラ 
グを電源コンセントか5巧き、アース線を専用のアース線端子か5取り 
します。 


プリント サーバを 取り外す 


重要 


オプシ m ン品の取り付け 
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2 ずべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
す。 


3 


2本のネジを外して、プリントサーバを取り外します。 


重要 


取り外したプ U ントサーバは、購入時に入っていた保護袋に入れて保管してください。 

• プ U ントサーバの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

•取り外したネジは再度プ U ントサーパ'を取り付けるときに必要になります。なくさないよ 
うに保管しておいてください。 


4 拡張ボードス□ットの保護板を取り付け、ネジで固定しまず。 

5 すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を接続します。 

6 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
しまず。 
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プリンタの動作と機能を確 
認ずる 


CHAPTER 


この章では、設置後のプリンタの状態や設定値などを確認する方法、プリントサーバの動作 
確認や設定方法について説明しています。 



動作を確認する .4-2 

プ U ンタの動作を確認する .4-2 

プ U ントサーノ くの動作確認と設定をする ( LBP -2810 のみ） .4-4 
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動作を確認する 


本プ U ンタには、現在使用可能な機能および現在の設定値を確認するためのステータスプ U 
ント機能びあります。また、本プ U ンタをネットワークに接続している場合は、プ U ント 
サーバの動作状態をランプで確認することびでさます。プ U ンタの準備や接続び終了したら 
ステータスプ U ントやプ U ントサーバの動作確認を行い、正しく動作することを確認してく 
ださい。 


プリンタの動作を確認する 


現在使用できる機能やメニュー設定値の一覧を確認するときは、ステータスプ U ントを行い 
ます。 

(gZE • ステータスプ U ントは、 A 4 サイズ用に設定されています。他の用紙サイズでもプ U ント 
できますび、拡大または縮小されたり、一部びカットされたり、片寄ってプ U ントされる 
ことびあります。 

. プ U ンタの操作パネルからメニューで設定した値は、ステータスプ U ントにも反映されま 
す。例えば、両面プ U ントび設定されている場合は、ステータスプ U ントも両面に2ぺ一 
ジ分プ U ントされます。ただし、コピー枚数は無視され、常に]枚の用紙びプ U ントさ 
れます。 

ステータス プリント 

ステータスプ U ントは、次の手順で行います。 


プリンタの動作と機能を確認する 
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動作を確認する 






電源スイッチの" I " 側を押して、プリンタの電源をオンにします。 



2 


3 


しば5くすると、ディスプレイに「日日インサツカノウ」または「日日 UPS 」 と表示 
され、プリント可能な状態になります。 


[オンライン]を押します。 

オンラインランプが消灯し、操作パネルで設定でさる状態になります。 


[ユーテイリテイ]を押します。 


ユ-ティリティ 
ステ-タスフ°リント 


ディスプレイに「ステータスプリント」と表示されます。 

4 [実行]を押します。 



ディスプレイに「日1 ステータス プリント」と表示され、 ステータス プリントがプリン 
卜されます。 


プリンタの動作と機能を確認する 


動作を確認ずる 
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ステータス プリントの内容 

ステータスプ U ントを行うと、次のようにプ U ントされます。ステータスプ U ントでは、現 
在使用できる機能や、プ U ンタ機能メニューで設定されている設定値の一覧、プ U ンタに内 
蔵されているソフトウエアや八ードウエアのバージョン名、プリント枚数などを確認できま 
す。 


(3 


ここに掲載されているステータスプ U ントはサンプルです。お使いのプ U ンタで出力した 
ステータスプ U ントとは、一部内容び異なる場合びあります。 
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プリントヴーバの動作確認と設定をする （ LBP - 281 0 のみ） 


プリントサーノ くの動作確認の方法と正し < 動作しない場合のプ U ントサーノ くの設定方法に 
ついて説明しています。 


プリンタの動作と機能を確認する 


4-4 


動作を確認する 











プリントサーバの動作を確認ずる 

プ U ントサーバの動作確認は、次の手順で行います。 


電源スイッチの "1" 側を押して、プリンタの電源をオンにしまず。 



d 


しばらくすると、ディスプレイに「日日インサツカノウ」と表示され、プリント可能な 
状態になります。 

•正しく動作しなかったり、エラーメッセージび表示されたとさは、「困ったとさには」（一 
ユーヴーズガイド）を参照してください。 


プリンタの動作と機能を確認する 


動作を確認ずる 
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2 


プリントサーバの LNK ランプ（緑）が点なしていることを確認します。 

T OBASE - T の場合は、 LNK ランプび点灯していれば、正常です。 

T OOBASE - TX の場合は、 LNK ランプと]日日ランプび点灯していれば、正常です。 



3 


正常に動作していない場合は、 LAN ケーブルの接続やノ、ブの動作状態を確認してください。 
他の機器がすべて正常に動作している場ちは、プリンタの電源をオフにしてメインボード 
を取り外し、プリントサーバのディップスイッチを接続したネットワークに合わせて変更 
してください。（^次項目） 

.プ U ントサーバのランプは正面（プ U ンタのち側面）から水平に見て確認してください。 


確認が終わった5、電源スイツチの"〇"側を押して電源をオフにします。 


プリント サーバを 設定ずる 

内蔵のプ U ントサーバは、工場出荷状態では「自動検出モード」に設定されています。 
10 BASE /100 BASE の通信速度や転送モードは自動的に検出されるので、通常は設定を 
変更する必要はありません。ネットワーク側の機器とうまく通信できないときは、メイン 
ボードのプ U ントサーバ用のディップスイッチを設定してください。プ U ントサーバの設定 
は、プ U ンタの電源をオフにしてからプ U ンタち側面のメインボードを取り外して行いま 
す。接続したネットワークの通信速度に合わせて、ディップスイッチを次のように設定して 
<ださい。 


プリンタの動作と機能を確認する 
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動作を確認する 
























•ディップスイッチを設定する際は、ボールペンなどの先でメインボードを傷つけないよラ 
に気を付けてください。また、シャープペンシルなどの先端の鋭利なちのは使用しないで 
<ださい。 



ネットワークの通信速度/お送モードとデイップスイッチの設定 


LAN の通信速度/転送モード 


ディップスイッチの設定 


自動検出モード 
(工場出荷時の設定） 




f OFF 

い N 


1日目 ASE - T / 半二重モード 
に固定する場合 


个 OFF 

い N 


1日巨 ASE - T / 全二重モード 
に固定する場合 


个 OFF 

い N 


1日日 BASE - TX / 半二重モード 
に固定する場合 


f OFF 

い N 


1日日目 ASE - TX / 全二重モード 
に固定する場合 


今 OFF 

い N 


プリンタの動作と機能を確認する 


動作を確認ずる 
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1 電源スイッチの" o " 側を押してプリンタの電源をオフにし、電源プラ 
グを電源コンセントか5巧き、アース線を専用のアース線端子か5取り 
外しまず。 



么 すべてのインタフェースケーブルや電源コード、アース線を取り外しま 
す。 

作業用スペースび十分とれない場合は、作業しやすい場所にプ U ンタを移動します。 


プリンタの動作と機能を確認する 
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動作を確認する 














3 


メインボードの 7 本のネジをゆるめます。 

ネジは軽く動くところまでゆるめれば十分です。取り外す必要はありません。 



4 


メインボードを引き出し、両手で持って取り外しまず。 

取り出したメインボードは、水平で作業しやすい場所に置さます。 



A 警告•機器内部には、高圧になる部分があります。メインボードを取り外したり取り付けたりす 
るとさは、ネックレス、ブレスレットなどの金属物が機器内部に触れないよラに注意して 
ください。感電の原因になります。 

A 注意 •メインボードは必ず両手で全体を支えなが5取り外してください。ネジ部だけを持って引 
さ抜くと、メインボードを落としてけがの原因になることがあります。 

tmma •メインボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

.作業中にネジなどの金属びメインボードに触れないように気を付けてください。 


プリンタの動作と機能を確認する 


動作を確認ずる 
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.メインボードの取り出し後、本体のメインボードス□ット内にネジやク U ップ、ホッチキ 
スの針などを落とさないでください。これらびメインボードス□ット内の穴に落ちたとさ 
は、電源プラグを電源コンセントに接続しないで、お買い巧めの販売店にご連絡ください。 



5 ディップスイッチを設定します。 

ディップスイッチは、ボールペンの先などで設定してください。設定ち法は P .4-7 の表を 
参照してください。 
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6 


メインボードを両手で持ち、プリンタ本体に取り付けます。 


プ U ンタ本体のメインボードス□ットの上下にあるレールに合わせて、メインボードを 
まっすぐに押し込みます。 



f 養封 .メインボードのパネ J レ面びプ U ンタ本体にぴったりと合うまでしっかりと押し込んでく 
ださい。 

/ メインボードの7本のネジを締めて固定しまず。 

メインボードとプ U ンタ本体の間にすきまびできないように、しっかり固定してください。 



8 


プリンタ本体の電源コードやインタフ王ースケーブルを接続しまず。 


9 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
しまず。 


プリンタの動作と機能を確認する 
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CHAPTER 


この章では、各部の寸法や、ソフトウェアのバージョンアップ方法、保守サービスのご案内 
などを記載しています。 


各部の寸法 .5-2 
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シリアルナンバーの表示位置について .5-13 

ソフトウエアのバージョンアップについて .5-14 

情報の入手ち法 . 己-14 

ソフトウェアの入手ち法 . 己-14 
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巧巧サービスのご案内 


■ ご購入製品をいつまでもベストの状態でご使用いただくために 

このたびはレーヴシヨットプ U ンタをご購入いただき誠にありびとうございます。さて、 
毎曰ご愛用いただくレーヴシヨットプ U ンタの保守サービスとして、「キヤノン保守契約 
制度」と r キヤノンサービスパック」を用意しています。これらはキヤノン製品を、いつも 
最高の状態で快適に、ご使用いただけますように充実した内容となっており、キヤノン 
認定の「サービスエンジニア」び責任をちって機能の維持管理等、万全の処置を行いま 
す。お客様と、キヤノンをしっかりとつなぐ保守サービスで、キヤノン製品を未永くご 
愛用賜りますようお願い申しあげます。 


キヤノン保守契約制度とは 


キヤノン製品をご購入後、定められた無償修理保証期中に万一発生したトラブルは無償で 
サービスを実施します。保守契約制度とは、この無償修理保証期間の経過後の保守サービス 
を所定の料金で実施するシステムです。（製品により無償修理保証期間び異なります。また、 
一部無償修理保証期間を設けていない製品ちあります。） 


お客様 


保守サービス 


キヤノン販売（株) 
又はキヤノン認定 
サービス 店 


夺ヤノン保守契約制度のメリット 

■ 都度の修理料金は不要 

保守契約料金には、訪問料、技術料、部品代び含まれています。 

万一のトラブル時ち予期せめ出費び発生することびありません。 

■ 保守点検の実施 

お客様のご要望により、機器の保守点検を追加できます。（別途、有料となります。） 
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キヤノン サービス パックとは 


キヤノン製品を長期間にわたって、安必してご使用いただくための保守サービスを、お手軽 
にご購入でさるようパッケージ化した新しいタイプのサービス商品です。対象のキヤノン製 
品をご購入後、3年間、4年間、己年間のタイプを用意しています。（無償修理保証期間を 
含みます） 

夺ヤノンサービスパックのメリット 


■ 簡単登録 

従来の保守契約とは違い、面倒な手続さは一切不要。キヤノンサービスパックを購入後、 
登録カードをご送付いただくだけで手続きは完了します。 


■ 電話一本 

万一のトラブルび発生したとさは、キヤノンサービスコールセンターにお電話にてお客 
様のとトラブルの内容をお知らせいただくだけで、迅速に対応します。 


■ 固定料金 

キヤノンサービスパックのご購入料金び、期間中のサービス料金に相当します。予期せ 
め出費び防げるため、予算計画も立てやすくなります。 

キヤノンサービスパックのヴービス節囲 

故障時の修理•調整： 故障び発生した場合、その修理•調整をおこないます。 

修理料： 修理時に発生する訪問料金-技術料-部品代はキヤノンサービスパック料金 

に含まれます。（消耗品およびキヤノン指定の部品は対象外となります） 

保守期間： 対象製品購入後、3年間、4年間、已年間です。（保証期間を含みます） 

V_ _ _ J 


なお、天災、乂災、第兰者の改造等に起因するトラブルや消耗品代、キヤノン指定の部品代 
は、 r キヤノン保守契約制度」と r キヤノンヴービスパック」ともに対象外となります。 
r キヤノン保守契約制度」と r キヤノンサービスパック」に関するお申し込み、お問合せはお買 
い上げの販売店ちしくはキヤノン販売（株）までお願いいたします。 


補修用性能部品 


本機の補修用性能部品の最低保有期間は、本機製造打ち切り後7年間です。 
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無償保話について 


本製品の無償保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

.定期交換部品は無償保証の対象外となります。定期交換部品については、「定期交換部品の 
ご案内」（-►ユーヴーズガイド）を参照してください。 

•無償保証の保守サービスをお受けになるためには、本製品に同捆の保証書び必要です。あ 
らかじめ保証書の記載内容をご確認の上、大切に保管してください。 
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シリアルナン7 V — の表巧位置について 


本プ U ンタの保守ヴービスをお受けになるときは、シリアルナンパ '- (Serial No .) び必要 
になります。本プ U ンタのシ U アルナンバーは、下図の位置に表示されています。 


重要 


•シ IJ アルナンバーび書かれたラベルは、サービスや保守の際の確認に必要です。絶対には 
びさないで < ださい。 


■ 本体背面 



■ 徊包箱外側 



' 11111111 

111111111111 



1111111 ■ill 11111 

1111111111111111111111111 

XXXXOOOOOO 

XXXXOOOOOO 


シ U アルナンバー 
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ソフトウェアのク V — ジョンアツプについて 


プリンタドライバなどのソフトウェアに関しては、今後、機能アップなどのためのバージョ 
ンアップび行われることびあります。ノ くージョンアップ情報およびソフトウェアの入手窓 □ 
は次のとおりです。ソフトウェアのご使用にあたっては、各使用許諾契約の内容について了 
解いただいたものとさせていたださます。 


情報の入手方法 


インターネット、 FAX 情報サービスを利用して、バージョンアップなど、製品に関する情 
報を引さ出すことびでさます。通信料金はお客様のご負担になります。 

■ キヤノンホームぺージ ( http :// canon . jp /) 

商品のご紹介や各種イベント情報など、さまざまな情報をご覧いただけます。 


■キヤノン FAX 情報 サービス 


ネし幌 (011) 728-048 已 
東京 (03) 34己己-己962 
広島 (082) 240-6729 


秋田 (018) 826-0441 
名古屋 (052) 936-07 己8 
高松 (087) 826-1621 


仙台 (022) 21 1-5730 
大阪 (06) 4795-901 1 
福岡 (092) 41 1-9510 


音声メッセージにしたびって操作をしてください。 

各種 ドライバ 入手ち法ご案内： ] 日日日] 拌 
ドライバ 代引き配送サービスー覧：]] 日日]# 

ダイヤル回線をご利用の場合は、 I -ーン切り換えを行ってください。 


^ソフトウェアの入手方法 


ダウン□ー ドおよび代引き配送サービスにより、プ U ンタドライバなどの最新のソフトウエ 
アを入手することびでさます。通信料金はお客様のご負担になります。 


■キヤノンホームページ （ http :// canon . jp /) 

キヤノンホームページにアクセス後、ダウン□ードをク U ックしてください。 
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■ CD-ROM • FD のげ引き配送サービス 

プ U ンタドライノ（などのソフトウェアの CD - ROM もしくは FD を有料（代金弓 I き換え) 
にてお届けいたします。 

ソフトウェアの種類、内容、金額は FAX 情報サービス、キヤノンホームページなどでご 
確認いたださ、巻末のお客様相談センターへご注文ください。 

• 対象エ U アは日本国内とさせていたださます。 

.ソフトウェアの種類により、 CD-ROM - FD び異なります。 


ソフトウエアのパ'—ジョンアップについて 
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消耗品-オプション製品のご購入ご相談窓 □ 


m 

本書は、本文に100%① 
再生紙を使用していまず。 

本書は、揮発性有機化合物 
( V 0 C ) ゼ□のインキを使 
用していまず。 


消耗品-オプション製品はお買い上げ頂いた販売店、またはお近くの 
キヤノン製品取り扱い店にてお買い求めください。ご不明な場合は、 
下記お客様相談センターまでご相談ください。 


修理サービスのご相談窓 □ 


修理のご相談は、お買い上げ頂いた販売店にご相談ください。 
ご不明な場含は、下記お客様相談センターまでご相談ください。 


Canon 


夺ヤノン株式会社-夺ヤノン販売株式会社 


お客様相談センター（全国共通番号） 

顯! 0570-01 -9000 (商品該当番号： 42 ) 

※全国64か所にある最寄りのアクセスポイントまでの通話料金でご利用になれます。 

お電話が繫がりましたら音声ガイダンスに従って、商品該当番号く42>または（レーザショット） 
とお話しください。 

[受付時間]く平曰> 9:日日〜2日:日日 

く±曰祝日> 1日:日日〜17:日日 （1/1 〜1/3を除く） 

※PHS またはミ毎外からご利用の方、ナビダイヤルをご利用いただけない方は 043-211-9 目27を 
ご利用ください。 

※電話の回線状態等によっては、正しく音声認識でをない場合があります。その場合は案内窓 □ 
にお繫ざいたします。 

※音声応答システム • 受付時間•該当番号は予告なく変更する場合があります。あ5かじめご了承くださし、。 
■アクセスポイント 

札幌-旧川-帯広-函館-青森-秋田-盛岡-山形-庄内-仙台-福島-郡山-水戸- つく ば-さいたま-千葉- 
東京-立川-横お-厚木-新潟-長岡-長野-松本-前橋-宇都宮-甲府-沼津-静岡-ミ兵松-豊橋-名ち屋 • 

岡崎-岐阜•津-金沢-富山-和歌山-福井-京都-大津-大阪-神戸-姫路•岡山•広島-福山-山□-鳥取- 
松江-高松-徳島-高知-松山-化九州-福岡-义留米-大分-佐賀-長崎-熊本-宮崎-鹿児島-沖縄 

キヤノン販売株式会社 干1 08-8011 東京都港区兰田 3- 11 -28 

Canon ホームぺージ： http :// canon.jp 
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